
第１５回 

長野県移動性・安全性向上検討委員会 

日 時  平成 29 年 8 月 10 日(木) 15:30～ 

場 所  長野県庁 西庁舎 ３０１号会議室 

議  事  次  第 

◇  開    会  

１  開催あいさつ 

２ 委員紹介 

３  議    事 

１． 主要渋滞箇所について 

（１）これまでの検討経緯 

（２）渋滞対策の進捗状況確認 

（３）最新の交通状況による分析 

（４）渋滞対策箇所の効果確認 

（５）優先対策箇所の検討状況 

（６）ピンポイント渋滞対策について 

（７）その他 

２． 長野県における交通事故対策について 

（１）長野県内の最新の交通事故状況 

（２）長野県内幹線道路の交通事故対策の取り組み状況 

（３）長野県内生活道路の交通事故対策の取り組み状況 

（４）逆走対策の取り組み状況 

３． その他 

◇  閉    会



第 15 回 

長野県移動性・安全性向上検討委員会 

日 時  平成 29 年 8 月 10 日(木) 

15:30～ 

場 所  長野県庁 西庁舎 301 号会議室 

配 布 資 料 一 覧 

○議事次第 

○配布資料一覧 

○委員会規約 

○委員会名簿 

○出席者名簿 

○席次表 

○資料 1 前回（第 14回）委員会議事要旨 

○資料 2 主要渋滞箇所について 

○資料 3 長野県における交通事故対策について 



長野県移動性・安全性向上検討委員会規約 

（設置） 

第１条 本委員会は「長野県移動性・安全性向上検討委員会」（以下、「委員会」と称す

る。 

（目的） 

第２条 委員会は、公正・中立な立場から、協働をモットーとして実施する移動性・安

全性向上方策をはじめとする各種道路施策に対して、道路利用者や国民の意識

からずれがないか、「経営としての適切さ」を様々な立場で議論する場と位置づ

け、長野県内の道路行政運営に反映する。 

（所掌事項） 

第３条 委員会は、前条の目的を達成するために、以下の事項について実施するものと

する。 

（１） 移動性・安全性向上に関すること 

（２） その他の各種道路施策に関すること 

（３） パブリックコメントなどを活用した県民意見の把握に関すること 

（４） 長野県内の道路行政マネジメントに関すること 

（５） その他必要な事項 

（構成） 

第４条 委員会は、有識者、行政委員をもって構成し、委員の構成は別紙のとおりとす

る。 

   ２ 委員の追加・変更は、委員会の承認を要するものとする。 

（第三者性） 

第５条 委員は、委員会の目的に照らし、公正・中立な立場から特定の行政機関及び特

定の利害関係者等の利害を代表してはならない。 

（委員の任期） 

第６条 委員の任期は、活動の始動期とする。尚、任期はプロジェクトの進行状況によ

り延期できるものとする。 



（委員長） 

第７条 委員会には、委員長を置くものとする。 

   ２ 委員長が職務を遂行出来ない場合は、予め委員長が指名する委員がその職務を 

代理する。 

   ３ 委員長は、必要に応じて委員以外の関係者の出席を求めることができる。 

（委員会の運営） 

第８条 委員会は、委員長の発議に基いて開催する。 

   ２ 委員会は、委員会の運営にあたり必要な資料等を事務局に求めることができる。 

（守秘義務） 

第９条 委員は、個人情報など公開することが望ましくない情報を漏らしてはならない。

また、その職を退いた後も同様とする。 

（事務局） 

第１０条 事務局は、国土交通省関東地方整備局長野国道事務所計画課並びに交通対策課、

同中部地方整備局飯田国道事務所計画課並びに管理第二課、長野県建設部道路

建設課に置く。 

（その他） 

第１１条 この規約に定めるもののほか必要な事項は、その都度審議して定めるものとす 

る。また、本規約の改正等は、本委員会の審議を経て行うことができるものと 

する。 

 付則  この規約は、平成 17 年 12 月 27日から施行する。 

 付則  この規約は、平成 18 年 9 月 22日から施行する。 

 付則  この規約は、平成 20 年 1 月 31日から施行する。 

 付則  この規約は、平成 21 年 12 月 17日から施行する。 

 付則  この規約は、平成 22 年 12 月 13日から施行する。 

 付則  この規約は、平成 24 年 7 月 27 日から施行する。 

 付則  この規約は、平成 25 年 6 月 19 日から施行する。 

付則  この規約は、平成 26年 8月 29 日から施行する。 

付則  この規約は、平成 27年 11 月 18 日から施行する。 

付則  この規約は、平成 28年 8月 4日から施行する。 

付則  この規約は、平成 29年 8月 10 日から施行する。 



長野県移動性・安全性向上検討委員会名簿

委員長  高瀬 達夫  信州大学工学部土木工学科 准教授

委 員  木藤 暢夫  （一社）長野県商工会議所連合会 常務理事

委 員  佐久 秀幸  （一社）諏訪観光協会 会長

委 員  宮入 賢一郎 特定非営利法人 CO2ﾊﾞﾝｸ推進機構 理事長

委 員  藤森 徳吉  （一財）長野県交通安全協会 総務課長

委 員  倉島 義和  （公社）長野県バス協会 専務理事

委 員  番場 千秋  （公社）長野県トラック協会 専務理事

委 員  渡辺 雅義  信越放送（株） 代表取締役社長

委 員  辰野 学   長野県警察本部 交通規制課長

委 員  臼田 敦   長野県建設部 道路建設課長

委 員  下里 巌   長野県建設部 道路管理課長

委 員  藤池 弘   長野県建設部 都市・まちづくり課長

委 員  志農 和啓  東日本高速道路（株）関東支社 長野管理事務所長

委 員  築山 有二  中日本高速道路（株）八王子支社 松本保全・ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ所長

委 員  坂本 賢一郎 国土交通省北陸信越運輸局 長野運輸支局 首席運輸企画専門官

委 員  中平 浩文  国土交通省中部地方整備局 飯田国道事務所長

委 員  吉見 精太郎 国土交通省関東地方整備局 長野国道事務所長

オブザーバー         国土交通省関東地方整備局 道路部

事務局 長野県 建設部 道路建設課

国土交通省関東地方整備局長野国道事務所 計画課、交通対策課

〃  中部地方整備局飯田国道事務所 計画課、管理第二課

別紙



第１５回 長野県移動性・安全性向上検討委員会 出席者名簿

氏  名 所属・役職名 出 欠

委員長 高瀬 達夫 信州大学工学部土木工学科 准教授 出 席

委 員 木藤 暢夫 （一社）長野県商工会議所連合会 常務理事 欠 席

委 員 佐久 秀幸 （一社）諏訪観光協会 会長 欠 席

委 員 宮入賢一郎 特定非営利活動法人 CO2バンク推進機構 理事長 出 席

委 員 藤森 徳吉 （一財）長野県交通安全協会 総務課長 出 席

委 員 倉島 義和 （公社）長野県バス協会 専務理事 出 席

委 員 番場 千秋 （公社）長野県トラック協会 専務理事 欠 席

委 員 渡辺 雅義 信越放送（株） 代表取締役社長 欠 席

委 員 志農 和啓
東日本高速道路（株）関東支社

長野管理事務所 所長
出 席

委 員 築山 有二
中日本高速道路（株）八王子支社

松本保全・ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 所長
出 席

委 員 坂本賢一郎
国土交通省北陸信越運輸局長野運輸支局

首席運輸企画専門官
欠 席

委 員 吉見精太郎
国土交通省関東地方整備局

長野国道事務所長
出 席

委員代理 市川 正樹 長野県警察本部 交通規制課 管理官 出 席

委員代理 勝野 由拡 長野県建設部 道路建設課 企画幹 出 席

委員代理 石田 良成 長野県建設部 道路管理課 企画幹 出 席

委員代理 高倉 明子 長野県建設部 都市・まちづくり課 企画幹 出 席

委員代理 岡本 由仁
国土交通省中部地方整備局

飯田国道事務所 計画課長
出 席

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞ 国土交通省関東地方整備局 道路部 出 席



第１５回 長野県移動性・安全性向上検討委員会
席 次 表

日時 平成29年8月10日(木)15:30～
場所 長野県庁 西庁舎 301号会議室

スクリーン

信州大学工学部土木工学科
准教授

高瀬 達夫

国土交通省関東地方整備局
長野国道事務所 所長

吉見 精太郎

道路部オブザーバー事務局

委員長

国土交通省中部地方整備局

飯田国道事務所【代理】計画課長

岡本 由仁

(一財)長野県交通安全協会
総務課長

藤森 徳吉

（公社）長野県バス協会
専務理事

倉島 義和

東日本高速道路(株)関東支社
長野管理事務所

所長

志農 和啓

中日本高速道路(株)八王子支社
松本保全・サービスセンター

所長

築山 有二

NPO法人CO2ﾊﾞﾝｸ
推進機構
理事長

宮入 賢一郎

長野県警察本部
交通規制課
【代理】管理官

市川 正樹

長野県建設部
道路建設課
【代理】企画幹

勝野 由拡

長野県建設部
道路管理課
【代理】企 画 幹

石田 良成

長野県建設部
都市・まちづくり課
【代理】企画幹兼
都市計画係長

高倉 明子



第 14回 長野県移動性・安全性向上検討委員会 議事録（案） 

開催日時：平成 28 年 8 月 4 日(木) 15:30～17:15 
開催場所：長野国道事務所 会議室

＜議事次第＞ 

１ 開催あいさつ

２ 委員紹介

３ 議 事

（１）主要渋滞箇所について 

・これまでの検討経緯 

・渋滞対策の進捗状況確認 

・最新の交通状況による分析 

・渋滞対策箇所の効果確認 

・優先対策箇所の検討状況 

・道路を賢く使う取組みの実施状況 

（２）長野県における交通事故対策について 

・長野県内の最新の交通事故状況 

・長野県内幹線道路の交通事故対策の取り組み状況 

・新たな事故危険箇所（案）の選定 

・生活道路・通学路の交通安全対策 

・生活道路の交通安全の確保に向けた対策エリアの抽出 

（３）その他 

＜議事＞ 

＝説明・意見・質問・要望

＝回答

（1） 主要渋滞箇所について 

【決定事項】 

・主要渋滞箇所の見直しの考え方について了承いただいた。今後は、今回提示した主要

渋滞箇所の見直しフローに基づき、主要渋滞箇所からの解除を検討することを確認し

た。 

・「対策実施済」箇所の効果検証方法について、今後は、民間プローブデータ等による速

度変化に加えて、新たな施設の立地や対策実施による交通量の変化等、現地状況の変

化も考慮して検証していくことを確認した。 

（2） 長野県内における交通事故対策について 

【決定事項】 

・今回、新たな選定基準のもと、新たに 75 箇所を事故ゼロプランにおける事故危険箇所

として追加する。 

（委員会の様子） 

資料－１



・今回新たに選定した事故危険箇所に対し、従来の選定基準に準じた検証作業を行い、

新たな選定基準の位置づけを明らかにすることを確認した。 

・事故危険箇所の選定経緯や対象件数の整合が取れるよう新たな事故危険箇所の考え方

について分かりやすい資料作成を行っていくことを確認した。 

（3） その他 

【決定事項】 

・委員会規約に基づき、6名の委員の変更が承認された。 

【討議内容】 

（1） 主要渋滞箇所について

■ 現在、渋滞対策の効果検証を行うための指標は、旅行速度に関する 3 つの指標とな

っているが、それに併せて交通量の変化を把握することはできないか。道路が整備

され利便性が良くなると、流入してくる交通量が増加することが想定されるため、

もし対策前後で交通量が同程度であれば速度指標でも効果が見られたものも、交通

量の増加により、結果的に効果が見られなくなる可能性がある。交通量の変化につ

いても併記して、単純な比較ができるようにしてはどうか。 

交通量のデータについては、把握できていないのが現状である。今後、交通量調査

を実施するなどして、データを蓄積し、対策効果を明確に分析していきたい。 

■ 主要渋滞箇所の見直しフロー（案）について、「対策完了後 2年以上データなし」と

はどういうことか。 

「対策完了後、1年しか経っていない」ということ。 

■ 主要渋滞箇所のうち、現段階では「解除」となる箇所はないという理解で良いか。 

認識のとおりである。今後、主要渋滞箇所からの「解除」についても検討していく。 

■ 今後、対策効果が確認され、主要渋滞箇所から「解除」した箇所についても、その

後の周辺環境や交通状況の変化等から、再び渋滞が発生してしまうケースも考えら

れるが、主要渋滞箇所から外してしまっても問題ないか。 

2 年分のデータを見る中で、十分な渋滞の改善が見られないような場合には、主要渋

滞箇所からの「解除」は行わず、「経過観察」を行っていくという選択肢もある。そ

の点については、データを見ながら、個別に対応していくつもりである。 

従前は、「対策完了」箇所についても主要渋滞箇所からの「解除」は行わず、PDCA サ

イクルを回すなかで、「経過観察」を続けていく方針であったが、前回の委員会にお

いて主要渋滞箇所から「解除」を検討していきましょうとのご意見があり、今回そ

れについて提案させて頂いている。「対策完了」箇所について、主要渋滞箇所から「解

除」とすべきか、「経過観察」とすべきかも含めて、ご意見を頂きたい。 

■ 「解除」後、再び渋滞状況が確認された場合には、主要渋滞箇所として戻ってくる

可能性もあるということでよいか。 

事務局

委員長

事務局

委員長

事務局

委員長

事務局

CO2ﾊﾞﾝｸ
推進機構

委員長

事務局



渋滞対策自体が長い期間を要すること、また道路がネットワークで結ばれているこ

とから、ある箇所における対策が他箇所へ影響を与えることについても考慮しなけ

ればいけないといった特性はあるが、主要渋滞箇所は箇所ごとに選定しているため、

「対策実施済」箇所の評価については、ある程度メリハリがあった方が良いのでは

ないかといった考えから、今回のような提案を行っている。 

渋滞対策の成果を目に見える形で表すためには、「解除」という考えはあってもよい

と思う。 

■ 主要渋滞箇所からの「解除」箇所についても、数年の間は継続的に監視だけ行って

いき、再び渋滞が確認された場合には、渋滞対策についても再検討していくような

考えはあるのか。 

いつまで監視していくかの一つの目安として、対策後 2 年間という期間を設定して

いる。また、直轄国道分については、道路延長が限られているため、「解除」後の箇

所を含む全箇所のデータを管理していくことは可能であるが、長野県分の箇所につ

いては、箇所数も多いため、全箇所を管理していくことが難しいと思われる。その

点について、長野県として意見を伺いたい。 

確かに、「解除」箇所について、ずっと監視していくというのは難しいかもしれない

が、定期的に交通量の増減も含め、交通状況を確認した方が良いと思う。 

ご意見を踏まえて検討させて頂く。 

■ 渋滞検証を行う際に使用しているプローブデータはどのように蓄積されているのか。

また、最新データに用いた分析結果の精度はどの程度の信頼性があるのか。 

現在、ETC2.0 が普及途上にあり、今後は毎月プローブデータが蓄積されるため、継

続的に ETC2.0 によるデータの分析が可能となる。また、ETC2.0 による分析精度につ

いても、今後のデータ取得数の増加に伴い、向上すると思われる。さらに、これま

でのプローブデータではできなかった、乗用車や大型車などのプローブ情報をまと

めて扱えるようになってきている。 

■ 一般国道 147 号 新田交差点の効果検証では、旅行速度が対策以前より低下している

が、これは平成 27年に周辺に市役所が建設され、現地の沿道状況が変わったことに

よる影響が考えられる。このような場合には、渋滞対策の効果検証はどのようにし

て行うのか。 

現時点では交通量データがないため、プローブデータの旅行速度を渋滞の評価指標

として捉えている。データの検証結果から、渋滞対策効果が確認できない場合は主

要渋滞箇所として継続的に監視を続けていくことになる。 

■ 対策実施済箇所の効果評価について、旅行速度の分析だけでは、うまく評価できな

い可能性があるため、対策実施による周辺環境の変化についても、今後どう捉えて

いくか検討していく必要がある。 

対策実施により、交通需要が増えているような場合には、別の観点からの渋滞評価

が必要となっていくと思う。また、ハード的な対策に限らず、渋滞対策を PDCA サイ

クルの中で検討していくことになると考えている。 

事務局

事務局

長野県
都市・まちづくり

長野県
道路管理課

事務局

委員長

事務局

委員長

事務局

事務局事務局

長野県
都市・まちづくり

事務局

長野国道
事務所



■ 効果検証の中で、3 つの指標が方向別で全て上回ることが確認できれば、「解除」す

ることが妥当であると思う。今回の結果を見ても、3指標すべてクリアするというの

は、ハードルがかなり高いと感じるため、効果が確認できない箇所については、現

地状況等からその原因を考えながら、ソフト的な対策を含め検討していった方が良

いと思う。 

■ 今回提示された「主要渋滞箇所の見直し」については、このフローを承認するとい

うことで良いか。 

異議なし。 

次頁からは長野県における交通事故対策についての討議内容 

CO2ﾊﾞﾝｸ
推進機構

委員長

各委員



（2） 長野県における交通事故対策について

■ 今回、「新たな事故危険箇所（案）の選定」が示されているが、従来の事故ゼロプラ

ンにおける事故危険区間との整合性が判断しづらい。今回、新たに選定した箇所に

としては、通学路と潜在的な危険箇所とこれまでに対策要望の高い区間が追加され

ていることになっているが、抽出基準 Aについては、重大事故を加味しているため、

従来の選定基準よりも厳しい判断基準となっている。今後の事故対策の検討にあた

っても進め方に違和感を持たれるのではないか。 

従来の選定基準と並べても大きな差異はないが、今回の新たな選定基準について説

明するために別出しで行った。今後は、事故ゼロプランにおける事故危険箇所と同

等の扱いとして、今回新たに選択した 75 箇所の事故危険箇所についても同様に進捗

管理していく予定としている。従来の事故危険箇所も含めて、危険箇所の見直しを

行った結果となっている。従来の事故セロプランにおける事故危険箇所についても、

新たな選定基準を用いて再評価している。既に事故対策が完了している箇所につい

ては、対策済みのため、経過観察を行っている段階にあることから対象リストとし

ては追加する新たな事故危険箇所からは外しているところである。 

■ 従来の事故ゼロプランによる選定基準のプロセスと今回新たな事故危険箇所の選定

基準は異なり、今回は新たな選定方法で検証した際に、従来までの選定箇所が含ま

れていただけとの認識である。新たな選定基準で使用しているデータ諸元も従来と

は異なるため、これまでの事故ゼロプランに含めることが良いのか確認したい。 

今回の新たな選定基準を、全国レベルで統一の事故危険箇所の選定基準としていき

たいねらいがある。新たな選定基準で、従来までの事故ゼロプランの選定箇所に対

して見直しを行ったという位置づけをしている。 

■ 新たな選定基準で選定した 75箇所については、従来の事故ゼロプランによる選定基

準と同じ方法で検証した結果はあるのか。従来方式による選定結果と新たな選定基

準による選定結果の違いを明確にしておく必要があるのではないか。 

従来までの危険箇所の経過観察には最新の事故死傷率を使用して検証は行っている。

しかし、今回新たに選定した事故危険箇所に関して、従来方式による選定基準と照

らし合わせた検証は行っていないため、今後、比較検証を行っていきたい。 

■ 新たな選定基準への統一を図っていく上でも、これまでの選定基準との違いを明確

にさせ、重大事故を考慮することと、通学路や要望箇所などの従来方式による A～E

の選定基準に入らない項目についても事故対策の必要性を勘案して追加補償したも

のであることが判るようにしていくことが必要ではないか。 

ご指摘にあったように、従来方式による検証照らし合わせて、今回新たに選定した

危険箇所の位置づけを明らかにしていきたい。 

■ 今回提示された「新たな事故危険箇所（案）の考え方」については、数年後、事故

危険箇所の選定件数の考え方や整合性、選定経緯が残るように修正していった方が

良いと考える。 

新たな事故危険箇所の考え方についても分かりやすくなるように修正を行う。今回、

新たな選定基準のもと、新たに 75箇所を事故ゼロプランにおける事故危険箇所とし

て追加するものとし、従来方式による検証結果と合わせて、委員長を交え引き続き、

精査は行っていきたい。 

委員長

事務局

委員長

事務局

事務局

事務局

委員長

委員長

事務局

委員長



■ 新たな指標や考え方を加えていく際には混乱が生じることが多いため、説明資料に

ついては分かりやすくなるように工夫していってほしい。今回選定された新たな事

故危険箇所については重要な危険箇所であるため、継続的な対策検討を行っていっ

てもらいたい。また、ETC2.0 のデータを効果的に活用しながら、事故危険箇所への

反映を行っていってほしい。 

■ ご意見を踏まえて対応させて頂く。 

■ 事故対策箇所に挙がった借宿については、渋滞多発地点でもあると認識している。 

主要渋滞箇所も含め、対策箇所の選定・検討はデータだけではなく、抜け道交通の

実態やバイパスの必要性など、実際の現地状況を踏まえて行ってほしい。 

渋滞対策の対象検討箇所としては、追分、浅間ｻﾝﾗｲﾝ入口、借宿東をリストアップし

ている。 

■ 当委員会から 2 年が経っているため、新たな評価指標の視点から事故対策を検討し

ていくことは非常に良いと考える。一方で、これまでの背景や歴史があるため、従

前との検証し、関係性を明確にした上で、新たな考え方を取り入れていくことが良

いと考える。 

ご意見を踏まえて対応させて頂く。 

■ 今回提示された「新たな事故危険箇所（案）の選定」については、従来方式による

選定結果と比較検証した上で、選定箇所を追加することを承認して良いか。 

異議なし。 

以上 

長野県警

事務局

CO2ﾊﾞﾝｸ
推進機構

長野県
道 路 建 設 課

事務局

事務局

委員長

各委員
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１. これまでの検討経緯
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1-1. 委員会の経緯

1-2. これまでの検討経緯



第
12
回

◇
渋
滞
対
策
の
進
捗
状
況
・
効
果
確
認

◇
主
要
渋
滞
箇
所
の
最
新
交
通
状
況
に
よ
る
分
析
と
優
先
対
策
箇
所
の
考
え
方

◇
道
路
を｢

賢
く
使
う
」
取
組
に
よ
る
渋
滞
対
策

第
13
回

◇
渋
滞
対
策
の
進
捗
状
況
確
認
・
最
新
の
交
通
状
況
に
よ
る
分
析

◇
渋
滞
対
策
箇
所
の
効
果
確
認

◇
優
先
対
策
箇
所
の
検
討
状
況

3

○平成17年以降、計14回の委員会と５回のパブリックコメントを実施して渋滞対策を推進している。

第
1
回
移
動
性
向
上
検
討
委
員
会

第
1
回
安
全
性
向
上
検
討
委
員
会

◇
暫
定
移
動
性
阻
害
箇
所
（
案
）

◇
暫
定
安
全
性
阻
害
箇
所
（
案
）

平成17年
12月27日

第
2
回
移
動
性
・
安
全
性
向
上
検
討
委
員
会

◇
イ
ラ
イ
ラ
候
補
箇
所
・
ハ
ラ
ハ
ラ
候
補
箇
所
の
抽
出

平成18年
9月22日

第
3
回

◇
イ
ラ
イ
ラ
箇
所
・
ハ
ラ
ハ
ラ
箇
所
の
選
定

平成19年
3月14日

平成20年
1月31日

第
4
回

◇
各
箇
所
対
策
実
施
状
況
の
報
告
（
全
体
の
進
捗
・
対
応
策
の
紹
介
）

第
5
回

◇
対
策
完
了
箇
所
の
「
評
価
（c

h
e
c
k

）
」
に
つ
い
て
（
評
価
内
容
）

平成20年
3月17日

第
6
回

◇
イ
ラ
イ
ラ
・
ハ
ラ
ハ
ラ
箇
所
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

◇
新
た
な
イ
ラ
イ
ラ
・
ハ
ラ
ハ
ラ
候
補
箇
所
の
検
討

◇
対
策
完
了
箇
所
の
「
評
価
（c
h
e
c
k

）
」
方
法
の
検
討

平成21年
12月17日

第
7
回

◇
イ
ラ
イ
ラ
・
ハ
ラ
ハ
ラ
箇
所
の
評
価
指
標
の
推
移

◇
新
イ
ラ
イ
ラ
・
ハ
ラ
ハ
ラ
箇
所
の
選
定

◇
事
故
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
の
推
進

平成22年
12月13日

第
8
回

◇
イ
ラ
イ
ラ
・
ハ
ラ
ハ
ラ
箇
所
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

◇
事
故
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
の
推
進

平成23年
12月13日

第
9
回

◇
イ
ラ
イ
ラ
・
ハ
ラ
ハ
ラ
箇
所
の
進
捗
状
況

◇
今
後
の
渋
滞
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

平成24年
7月27日

第
10
回

◇
主
要
渋
滞
箇
所
の
特
定

◇
今
後
の
渋
滞
対
策
の
推
進

◇
事
故
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
の
推
進

平成24年
12月13日

第
11
回

◇
主
要
渋
滞
箇
所
の
渋
滞
対
策
の
基
本
方
針
の
検
討

平成25年
6月19日

平成26年
8月29日

平成18年12月～平成19年1月 平成20年2～3月 平成22年2～3月 平成23年2～3月 平成24年11月

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

◇
移
動
性
・
安
全
性
阻
害

箇
所
の
抽
出
条
件
の
意
向

◇
移
動
性
・
安
全
性
阻
害

箇
所
候
補
の
意
向

等

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

◇
イ
ラ
イ
ラ
・
ハ
ラ
ハ
ラ

各
箇
所
の
進
捗
状
況

◇
対
策
完
了
箇
所
に
つ
い
て

の
満
足
度

◇
イ
ラ
イ
ラ
・
ハ
ラ
ハ
ラ

解
消
に
向
け
た
取
組

等

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

◇
イ
ラ
イ
ラ
・
ハ
ラ
ハ
ラ

各
箇
所
の
優
先
度

◇
そ
の
他
、
改
善
が
必
要
と

思
わ
れ
る
箇
所

◇
イ
ラ
イ
ラ
・
ハ
ラ
ハ
ラ

解
消
に
向
け
た
取
組

等

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

◇
イ
ラ
イ
ラ
・
ハ
ラ
ハ
ラ

各
箇
所
の
優
先
度

等

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

◇
主
要
渋
滞
箇
所
及
び

そ
の
他
の
渋
滞
箇
所
の
確
認

平成27年
11月18日

第
14
回

◇
渋
滞
対
策
の
進
捗
状
況
確
認
・
最
新
の
交
通
状
況
に
よ
る
分
析

◇
渋
滞
対
策
箇
所
の
効
果
確
認

◇
優
先
対
策
箇
所
の
検
討
状
況

平成28年
8月4日

第
15
回

◇
渋
滞
対
策
の
進
捗
状
況
確
認
・
最
新
の
交
通
状
況
に
よ
る
分
析

◇
渋
滞
対
策
箇
所
の
効
果
確
認

◇
優
先
対
策
箇
所
の
検
討
状
況

◇
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
渋
滞
対
策

平成29年
8月10日

1-1. 委員会の経緯



1-2.これまでの検討経緯

4

○「今後の高速道路のあり方中間とりまとめ(高速道路のあり方検討有識者委員会、平成23年12月)」において、効率性を

阻害する渋滞ボトルネック対策の重要性が指摘されたこと。

○社会資本整備審議会道路分科会基本政策部会においても、渋滞対策を含め、道路利用の適正化が議論されていること。

○交通観測技術の進展・普及により、道路交通状況の詳細に係るデータが容易に取得可能となるなど、観測環境に大きな

改善が見られること。

渋
滞
対
策
の
方
針 課題の状況を継続的に把握・共有するとともに、新たな交通観測データの分析等により

効果的な渋滞対策の推進に取り組む

平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

長
野
県
移
動
性
・
安
全
性
向
上
検
討
委
員
会

○
主
要
渋
滞
箇
所
の
候
補
の
選
定
の
考
え
方

○
主
要
渋
滞
箇
所
候
補

○
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
（
案
）

○
パ
ブ
コ
メ
等
の
結
果
を
踏
ま
え
た
箇
所
の
提
示

主
要
渋
滞
箇
所
の
公
表
（
1
月
24
日
）

○
渋
滞
対
策
の
進
捗
状
況
・
渋
滞
対
策
の
効
果

○
主
要
渋
滞
箇
所
の
最
新
交
通
状
況
の
分
析

○
優
先
対
策
箇
所
の
考
え
方

渋
滞
対
策
の
基
本
方
針
の
公
表
（
11
月
15
日
）

第9回
7/27開催

第10回
12/13開催

○
主
要
渋
滞
箇
所
の
対
応
方
針
の
考
え
方

第11回
6/19開催

第12回
8/29開催渋

滞

対

策

検

討

の

経

緯

◇
渋
滞
対
策
の
進
捗
状
況
確
認

◇
最
新
の
交
通
状
況
に
よ
る
分
析

◇
渋
滞
対
策
箇
所
の
効
果
確
認

◇
優
先
対
策
箇
所
の
検
討
状
況

第13回
11/18開催

◇
渋
滞
対
策
の
進
捗
状
況
確
認

◇
最
新
の
交
通
状
況
に
よ
る
分
析

◇
渋
滞
対
策
箇
所
の
効
果
確
認

◇
優
先
対
策
箇
所
の
検
討
状
況

◇
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
渋
滞
対
策

第15回
8/10開催

パ
ブ
コ
メ
（
11
月
9
日
～
11
月
18
日
実
施
）

◇
渋
滞
対
策
の
進
捗
状
況
確
認

◇
最
新
の
交
通
状
況
に
よ
る
分
析

◇
渋
滞
対
策
箇
所
の
効
果
確
認

◇
優
先
対
策
箇
所
の
検
討
状
況

第14回
8/4開催



２. 渋滞対策の進捗状況確認

2-1. 渋滞対策の進捗状況

5



6

2-1.渋滞対策の進捗状況

長野県内の主要渋滞箇所(２２４箇所)の渋滞対策進捗状況

※パブコメにおける追加意見箇所の「対策実施済」箇所は少ないが、

他の主要渋滞箇所との一体的な渋滞対策を検討

○ 平成25年1月に公表した長野県内の主要渋滞箇所２２４箇所のうち、渋滞対
策は、検討中が135箇所（約60％）、実施中が77箇所（約３4％）、実施済が
12箇所（約5％）となった。

○ 渋滞多発箇所93箇所においては、実施中(44箇所)・実施済(7箇所)で51箇
所（約５8％）となった。

選定項目 選定の指標 年度
該当
箇所数

検討中 実施中 実施済

H29 93 42 44 7

（H28） (93) (43) (43) (7)

H29 7 5 2 0

（H28） (7) (5) (2) ()

H29 9 4 4 1

（H28） (9) (4) (4) (1)

H29 115 84 27 4

（H28） (115) (86) (26) (3)

H29 224 135 77 12

（H28） (224) (138) (75) (11)

パブコメにおける
追加意見箇所

・追加意見箇所の渋滞が最新データで確認された箇所
・道路管理者(自治体)、事業者等からの追加意見箇所

合計

渋滞多発
平日における速度低下箇所
・平日昼間12時間の平均旅行速度が20㎞/h以下の箇所(流入全方向)

・平日ピーク時の平均旅行速度が20㎞/h以下の箇所(流入１方向以上)

特定日に混雑
休日における速度低下箇所
・休日昼間12時間の平均旅行速度が20㎞/以下の箇所(流入１方向以上)

本委員会における
意見箇所

過去における抽出箇所
（渋滞が確認されている箇所）



事業主体 対策内容 対策完了年月 交差点名

長野県

（主）長野信州新線 御幣川五差路（県単交通安全） Ｈ２５.１２ 御幣川五差路

（国）403号 柴（交付金） Ｈ２５.２ 柴

（国）147号 新田 （県単交通安全(交差点改良)） H２６.１０ 新田

（主）長野真田線 小島田（県単交通安全） Ｈ２６.３ 小島田

（一）与地辰野線 羽場 交差点改良（交付金） Ｈ２７.８ 羽場

（都）田中線 丸山橋東 Ｈ２８.１ 天竜町3

（国）147号 梓橋 （国補交通安全(交差点改良)） H２８.２ 梓橋駅入口

市単独川合新田中央線交差点改良事業 Ｈ２８.５ （仮称）母袋東

その他事業

村山町

中央一丁目

深志二丁目

青木島

合計 12箇所

7

2-1.渋滞対策の進捗状況～実施済～

■渚1丁目交差点の対策状況
①渚1丁目交差点改良(対策済)
②松本拡幅（対策実施中）
⇒「対策実施中」に位置づけ

○ 川合新田中央線交差点改良事業が供用され、主要渋滞箇所の12箇所が対策実施済となった。

※１つの交差点に対し、複数の事業が対策として挙げられている場合は、

すべての事業が完了した場合に「対策実施済」と判断する

主要渋滞箇所の交差点

その他の交差点

事業中区間

国道

一般県道

凡例宮
渕

白
板

渚3

渚2 渚1 落
合
橋

19

158

松本拡幅 L=1.6km

渚1丁目交差点改良

■実施済位置図 ■実施済事業

(仮称)
母袋東

高速道路

国道

主要地方道

一般県道

実施済箇所
（新規）

実施済箇所
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2-1.渋滞対策の進捗状況～実施中～

■実施中位置図 ■実施中事業

高速道路

国道

主要地方道

一般県道

実施中箇所

○川合新田中央線交差点改良事業（（仮称）母袋東交差点）が実施済に進捗した。
○ 検討中であった３箇所（追分交差点、借宿東交差点、相生町交差点）において事業が実施中に進捗した。

管轄 主な事業名
該当する主要
渋滞箇所数

国

（国）18号上田 バイパス 10箇所

（国）18号長野東 バイパス 8箇所

（国）18号坂城更埴 バイパス（坂城町） 5箇所

（国）20号 下諏訪岡谷 バイパス （一部H29年度供用予定） 4箇所

（国）19号 松本拡幅 2箇所

（一）信濃追分（停）線・（一）借宿小諸線 追分 2箇所

その他事業 11箇所

小計 42箇所

県

（国）141号 跡部～平原 1箇所

（国）144号 上野 バイパス 1箇所

（国）153号伊那 バイパス 2箇所

（主）飯島飯田線 羽場～北方 1箇所

（国）153号飯田北改良 5箇所

中部横断自動車道 （H29年度供用予定） 3箇所

（都）相生大手線 岩村田 1箇所

その他事業 21箇所

小計 35箇所

合計 77箇所

追分・借宿東

相生町



３. 最新の交通状況による分析

3-1. 最新の交通状況による分析
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Ｈ２９年度 選定した主要渋滞箇所の渋滞状況を最新のプローブデータ（H28.1～12）で確認

3-1.最新の交通状況による分析

10

H28長野県内
プローブデータ等

管轄
3指標のいずれかの基準が

下回る箇所
3指標すべて基準を

クリアする箇所

国土交通省 83箇所 3箇所

自治体 133箇所 5箇所

合計 216箇所 8箇所

○ プローブデータを最新データに更新（H28プローブデータ）し分析。
○ 以下の3指標により、主要渋滞箇所の渋滞状況をモニタリング実施。
①平日昼間12時間の平均旅行速度が20km/h以下の箇所
②平日ピーク時の平均旅行速度が20km/h以下の箇所
③休日昼間12時間の平均旅行速度が20km/h以下の箇所

○ その結果、いずれかの指標が基準を下回る箇所は216箇所で、すべての基準をクリアする箇所は8箇所。
○ 引き続き、主要渋滞箇所224箇所について、最新のプローブデータを蓄積し、渋滞状況をモニタリングする
とともに、抽出指標への該当状況を確認。

Ｈ２４年度 主要渋滞箇所２２４箇所（国交省：８６箇所、自治体：１３８箇所）を選定

データ更新



3-1.最新の交通状況による分析
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1

5

2

6

3

○ 最新のデータにおいて、３指標すべてが基準値を上回る箇所は8箇所。

３指標すべてで基準値を上回る箇所

No
事業
主体

主要渋滞箇所名 路線名
対策
実施状況

１

国

坂城インター入口 一般国道18号 実施中

２ 打沢 一般国道18号 実施中

３ 四賀武津 一般国道20号 実施中

４
県

小島田 (主)長野真田線 実施済

５ 上川大橋 (主)諏訪辰野線 検討中

■H28年に３指標すべてで基準値を上回る箇所

■H29年に３指標すべてで基準値を上回る箇所

No
事業
主体

主要渋滞箇所名 路線名
対策
実施状況

１

国

坂城インター入口 一般国道18号 実施中

２ 四賀武津 一般国道20号 実施中

３ 古牧小西 一般国道19号 検討中

４

県

御影新田池の前 一般国道141号 実施中

５ 小島田 (主)長野真田線 実施済

６ (仮称)飯沼南 一般国道153号 実施中

７ 南条 一般国道153号 実施中

８ 子ども未来館前付近踏切 （主）下仁田浅科線 検討中

4

7

8



４. 渋滞対策箇所の効果確認

4-1.主要渋滞箇所の見直し

4-2.渋滞対策の効果検証

12



4-1.主要渋滞箇所の見直し
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渋滞対策検討マネジメントサイクル

モニタリング等による検証・評価

最新の交通データに基づく渋滞状況の確認

実施した対策の効果について、道路利用者（バス・タクシー・トラック等運輸事業者、

観光関係団体等）の実感を確認

・一定期間選定要件以下 → 主要渋滞箇所の取り下げ(終了）
・対策終了後、一定期間選定要件以下 → 渋滞対策の終了
・対策終了後、選定要件以上 → 新たな渋滞対策の検討
・主要渋滞箇所以外の箇所が選定要件以上 → 主要渋滞箇所の追加

主要渋滞箇所の対策の立案

各主要渋滞箇所について、各道路管理者や警察が道路利用者の協力を得つつ、検

討箇所の抽出、渋滞要因の分析・対策の立案

各主要渋滞箇所の対策の検討にあたっては、各道路管理者が渋滞状況、対策の方

針、今後の対策案、対策案の概要を整理

渋滞対策の実施

各道路管理者が個別に立案した対策に基づき対策を実施

他機関の実施施策等との連携・調整を図りながら対策を実施

Ｐｌａｎ （計画）

Do（実行）

Ｃｈｅｃｋ（評価）

Ａｃｔｉｏｎ（改善）
Action

Plan

Do

Check
主要渋滞箇所の見直し

道路管理者が、モニタリング等による検証･評価を踏まえ、主要

渋滞箇所の見直し案を作成

長野県移動性・安全性向上検討委員会において、主要渋滞箇

所の見直しを議論

「第11回 長野県移動性・安全性向上検討委員会」をもとに作成

○ 第11回委員会で示した「渋滞対策検討マネジメントサイクル」に則り、渋滞対策実施箇所についてモニタリング
による検証・評価を実施。

○ 検証の結果、渋滞対策実施済箇所で主要渋滞箇所の抽出基準に該当しなくなる箇所が存在。
○ 今後、主要渋滞箇所の解除を含む見直しを検討。



4-1.主要渋滞箇所の見直し
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主要渋滞箇所
（224箇所）

○既存事業の完了状況や最新データによる抽出指標の基準該当状況、現地状況等を踏まえて主要渋滞箇
所の見直しを検討。

○渋滞対策完了後、２年分のデータを蓄積し、効果がみられた箇所は主要渋滞箇所からの解除を検討。

【主要渋滞箇所の見直しフロー】

対策完了後
2年分データが蓄積

既存事業の進捗状況

最新2年分データ
による渋滞状況

継続監視箇所要因分析箇所解除箇所 データ蓄積箇所

完了後2年以上
データあり

2年連続で抽出指標
①～③を上回る

対策中、未対策

完了後2年以上データなし

2年のうち抽出指標
①～③が1つ以上下回る

対策完了

【主要渋滞箇所の抽出基準】
指標①平日昼間12時間の平均旅行速度が20km/h以下の箇所

（流入全方向）
指標②平日ピーク時の平均旅行速度が20km/h以下の箇所

（１方向以上）
指標③休日昼間12時間の平均旅行速度が20km/h以下の箇所

（１方向以上）

対策完了後、1年目は交通変動期で
2年目以降に交通安定期に移行することを想定



高速道路

国道

主要地方道

一般県道

実施済箇所
（新規）

実施済箇所

(仮称)
母袋東

4-1.主要渋滞箇所の見直し

15

○ 渋滞対策を実施した12箇所のうち、主要渋滞箇所の抽出基準に該当しなくなる箇所は小島田のみである。
○ 平成25年以降に対策完了となった箇所について、渋滞対策の効果検証を実施。

■実施済位置図 ■実施済箇所

指標①平日昼間12時間の平均旅行速度が20km/h以下の箇所（流入全方向） ※●指標の基準以下に該当

指標②平日ピーク時の平均旅行速度が20km/h以下の箇所（１方向以上）

指標③休日昼間12時間の平均旅行速度が20km/h以下の箇所（１方向以上）

事業主体 箇所名 供用年月
①

昼間渋滞
（閾値以下）

②
ピーク渋滞

（閾値以下）

③
特定日に渋滞
（閾値以下）

県

村山町 Ｈ２０．１２ ●

深志二丁目 Ｈ２０．３ ● ● ●

中央一丁目 Ｈ２０．３ ● ● ●

青木島 Ｈ２２．２ ● ●

御幣川五差路 Ｈ２５．１２ ● ●

柴 Ｈ２５．２ ● ●

新田 Ｈ２６．１０ ● ●

小島田 Ｈ２６．３

羽場 Ｈ２７．８ ● ●

天竜町3 Ｈ２８．１ ● ●

梓橋駅入口 Ｈ２８．３ ● ●

（仮称）母袋東 Ｈ２８．５ ● ● ●
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道路
管理
者

箇所名
市町
村

指標① 指標② 指標③

選定
時

H26 H27 H28 選定
時

H26 H27 H28 選定
時

H26 H27 H28

長野
県

小島田
交差点

長野
町

－ － － － ● － － － － ● － －

445

○ 平成26年3月、主要地方道長野真田線で小島田工区が完成。
○ 中央分離帯撤去・右折滞留長延長により、最新データでは、小島田交差点のA方向（全指標）の旅行速度は
向上。全指標において抽出基準を上回り、対策による効果が発現。

○ 隣接する古戦場入口交差点では、対策を実施したB方向で旅行速度が向上。
○ 2年連続で全項目で抽出基準を上回ったため、本交差点は主要渋滞箇所から解除する。

区間：主要地方道長野真田線 小島田
供用：平成26年3月
内容：中央分離帯撤去

右折滞留長延長

指標①平日昼間12時間の平均旅行速度が20km/h以下の箇所（流入全方向） ※●指標が抽出基準に該当

指標②平日ピーク時の平均旅行速度が20km/h以下の箇所（１方向以上）

指標③休日昼間12時間の平均旅行速度が20km/h以下の箇所（１方向以上）

小島田

交差点

■旅行速度の変化（小島田交差点）

Ｎ

■事業概要

A

C
D

■抽出指標に対する判定

至

長
野
駅

B

至 真島

至 川中島
18

445

35

18

中央分離帯撤去・右折滞留長延長

■旅行速度の変化（古戦場入口交差点）

A

C
D

B

小島田工区

小島田交差点

(隣接)

古戦場入口交差点

至

長
野
イ
ン
タ
ー

■現地状況写真
D断面流出部（H28.7.6）

4-2.渋滞対策の効果検証（主要地方道長野真田線 小島田）
ながのさなだ おしまだ

解除箇所

出典：プローブデータ（選定時；H23.4～H24.3、H26；H26.1～12、H27；H27.1～12、 H28；H28.1～12 ）
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Ｎ

区間：一般県道与地辰野線 羽場交差点
供用：平成27年8月
内容：現道拡幅、右折レーン設置

羽場交差点

■事業概要

羽場交差点

■抽出指標に対する判定

よちたつの はば

B

D
至 伊那

至 羽場駅

至 塩尻

153

203

153

現道拡幅

現
道
拡
幅

○ 平成27年8月、一般県道与地辰野線で羽場交差点改良（現道拡幅、右折レーン設置）が完成。
○ 現道拡幅・右折レーンの設置により、最新データではB、D方向（指標②）の旅行速度は向上。
○ 最新データでは、A方向は全指標で抽出基準を下回っている。
○ A方向以外は、 B、C方向の指標②において抽出基準を下回っている。
○ さらなるデータの蓄積と現地状況を確認し、継続してモニタリングを実施。

B方向流入部（H28.7.6）

■現地状況写真

右折レーン設置

A

4-2.渋滞対策の効果検証（一般県道与地辰野線 羽場交差点改良）

道路
管理
者

箇所名
市町
村

指標① 指標② 指標③

選定
時

H26 H27 H28 選定
時

H26 H27 H28 選定
時

H26 H27 H28

長野
県

羽場
交差点

長野
市

－ － － － ● ● ● ● － － ● ●

0.0 0.0

14.3 16.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

選定時 H26 H27 H28

(km/h)

0.0 0.0

12.6 14.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

選定時 H26 H27 H28

(km/h)

0.0 0.0

16.9 15.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

選定時 H26 H27 H28

(km/h)

19.1 18.6
22.5 22.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

選定時 H26 H27 H28

(km/h)

13.5
17.1 17.1 17.6

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

選定時 H26 H27 H28

(km/h)

22.1 23.9 25.7 24.7

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

選定時 H26 H27 H28

(km/h)

28.5 29.0 29.5

23.9

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

選定時 H26 H27 H28

(km/h)

24.7 25.2 24.9

18.3

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

選定時 H26 H27 H28

(km/h)

32.6 31.6 31.8
27.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

選定時 H26 H27 H28

(km/h)

30.7
27.5 27.0 28.4

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

選定時 H26 H27 H28

(km/h)

27.6 29.8

19.1
22.6

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

選定時 H26 H27 H28

(km/h)
34.7 33.5 31.9 32.3

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

選定時 H26 H27 H28

(km/h)

指標① 指標② 指標③

Ａ
方
向

Ｂ
方
向

Ｃ
方
向

Ｄ
方
向

■旅行速度の変化（羽場交差点）

※Ａ方向は選定時～Ｈ26でデータ無し

出典：プローブデータ（選定時；H23.4～H24.3、H26；H26.1～12、H27；H27.1～12、 H28；H28.1～12 ）

指標①平日昼間12時間の平均旅行速度が20km/h以下の箇所（流入全方向） ※●指標が抽出基準に該当

指標②平日ピーク時の平均旅行速度が20km/h以下の箇所（１方向以上）

指標③休日昼間12時間の平均旅行速度が20km/h以下の箇所（１方向以上）
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指標① 指標② 指標③

Ａ
方
向

Ｂ
方
向

Ｃ
方
向

Ｎ

○ 平成28年5月、交差点改良（交差点の四差路化、市道の拡幅、右折レーン設置）。
○ 最新データにおいても３指標とも抽出基準を下回っている。
○ モニタリングデータに供用前を含むため、現地状況を確認し継続してモニタリングを実施。

■旅行速度の変化（(仮称)母袋東交差点）

区間： (仮称)母袋東交差点
供用：平成28年5月
内容：交差点の四差路化、市道の拡幅、右折レーン設置

出典：プローブデータ（選定時；H23.4～H24.3、H26；H26.1～12、H27；H27.1～12、 H28；H28.1～12 ）

■事業概要

■抽出指標に対する判定

至

ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト

交差点改良
(市道の拡幅、
右折レーン設置)

至 長野駅

4-2.渋滞対策の効果検証（ (仮称)母袋東交差点改良）
もたいひがし

(仮称)母袋東交差点

(仮称)母袋東交差点

県道 三才大豆島中御所線

市
道

川
合
新
田
中
央
線

16.2

0.0

14.7 15.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

選定時 H26 H27 H28

(km/h)

11.4

0.0

11.4 11.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

選定時 H26 H27 H28

(km/h)

18.7

0.0

18.0 18.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

選定時 H26 H27 H28

(km/h)

0.0 0.0

8.1 9.6

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

選定時 H26 H27 H28

(km/h)

0.0 0.0
4.8 6.4

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

選定時 H26 H27 H28

(km/h)

0.0 0.0

10.5 12.1

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

選定時 H26 H27 H28

(km/h)

16.9

0.0

16.3 16.6

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

選定時 H26 H27 H28

(km/h)

12.5

0.0

11.1 13.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

選定時 H26 H27 H28

(km/h)

22.2

0.0

21.5 22.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

選定時 H26 H27 H28

(km/h)

A
C

道路
管理
者

箇所名
市町
村

指標① 指標② 指標③

選定
時

H26 H27 H28 選定
時

H26 H27 H28 選定
時

H26 H27 H28

長野
県

(仮称)
母袋東
交差点

辰野
市

● － ● ● ● － ● ● ● － ● ●

※Ｈ26はデータ無し

指標①平日昼間12時間の平均旅行速度が20km/h以下の箇所（流入全方向） ※●指標が抽出基準に該当

指標②平日ピーク時の平均旅行速度が20km/h以下の箇所（１方向以上）

指標③休日昼間12時間の平均旅行速度が20km/h以下の箇所（１方向以上）



５. 優先対策箇所の検討状況
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5-1. 優先対策箇所の考え方

5-2. 優先対策箇所の選定方法・選定基準

5-3. 優先対策箇所の選定結果

5-4. 優先対策箇所の渋滞要因分析・対策検討の考え方

5-5. 優先対策箇所（平瀬口交差点）の検討

5-6. 優先対策箇所（浅間サンライン入口交差点）の検討



20

○ 交通事故対策(事故ｾﾞﾛﾌﾟﾗﾝ)と重複や渋滞状況の大きな(課題が大きい)箇所は、『優先対策箇所』と設定。
○ 渋滞対策の実施中・実施済み、関連事業により渋滞緩和が見込まれる箇所等は、『継続監視箇所』と設定。
○ 優先対策箇所、継続監視箇所以外の主要渋滞箇所（継続検討箇所）は、今後も継続して渋滞対策方針を
検討。

主 要 渋 滞 箇 所 （ 2 2 4 箇 所 ）
H23年度プローブデータにより｢渋滞多発｣、｢特定日に混雑｣と判断された箇所（９３箇所+７箇所=１００箇所）

本委員会における意見箇所であり、渋滞が確認されている箇所（９箇所）

パブコメにおける追加意見箇所であり、かつH23年度プローブデータや現地で渋滞が確認された箇所（１１５箇所）

継 続 検 討 箇 所
最新の交通データ（H28プローブデータ）において

渋滞が確認されたものの、渋滞対策が未実施

であり、関連事業もなく、今後も渋滞対策方

針を継続して検討すべき箇所

事故ゼロプランとの重複がなく、渋滞状況から緊

急性は比較的低いものの、今後も渋滞対策

方針を継続して検討すべき箇所

継 続 監 視 箇 所
最新の交通データ（Ｈ２8プローブデータ）において

渋滞が確認されず、交通状況を継続して監視

する箇所

渋滞対策が実施中・実施済みであり、対策の進

捗状況や対策効果を継続して監視する箇所

渋滞緩和に寄与する関連事業（新規道路・バイ

パス等）が実施中であり、関連事業の進捗状況

を継続して監視する箇所

優 先 対 策 箇 所

事故ゼロプランと重複し、渋滞・事故の両面で

課題であり、優先して渋滞対策方針を検討・

決定すべき箇所

最新の交通データ（H28プローブデータ）において

渋滞状況が顕著であり（課題が大きい）、優先

して渋滞対策方針を検討・決定すべき箇所

『渋滞状況』、『渋滞対策実施状況』、『他事業との関連性』

5-1.優先対策箇所の考え方



主要渋滞箇所(224箇所)
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○ 主要渋滞箇所は、『最新の交通状況』、『渋滞対策の状況・関連事業の状況』、『交通事故対策の状況』、『渋
滞の状況(課題の大きさ)』から客観的に評価し、優先対策箇所を選定。

○ 主要渋滞箇所には、交通量データのない市道等を含む交差点が多く存在しているため、渋滞の状況(課題の
大きさ)は、『モニタリング指標との整合性』、『客観性・統一性』の観点から速度低下指標（旅行速度・流入方
向数）により評価。

優先対策箇所の選定方法

渋滞多発
（93箇所）

特定日に混雑
（7箇所）

本委員会における
意見箇所（9箇所）

パブコメにおける追加
意見箇所（115箇所）

継続検討箇所

継続監視箇所

現地調査･渋滞要因分析を実施
⇒対策方針の検討・決定

今後も渋滞対策を継続して検討
⇒軽微対策で効果が期待できる
場合は、対策実施(導入)を検討

交通状況・対策の進捗状況・関
連事業の進捗状況・対策効果等
を継続して監視

最新の交通状況で渋滞が確認

渋滞対策が未実施または
渋滞緩和に関連する事業がない

事故ゼロプラン箇所※または
渋滞が顕著(課題が大きい)

NO

YES

※事故ゼロプラン箇所は､交通事故対策未実施箇所

NO

NO

速度低下箇所から定量的に抽出・選定 意見箇所の渋滞状況を確認のうえ抽出・選定

YES

YES

優先対策箇所

渋滞対策実施

渋滞状況(課題の大きさ)の選定基準

資料：国家公安委員会 告示第１２号

■国家公安委員会の混雑・渋滞の定義

主要渋滞箇所の選定基準の旅行速度 課題の大きさの選定基準の旅行速度

選定項目 渋滞状況（課題の大きさ） 選定基準

渋滞
多発

平日における速度低下箇所
①平日昼間12時間の平均旅行速度10㎞/h以下（流入全方向）
②平日ピーク時旅行速度が10㎞/h以下（流入２方向以上）

特定日
に混雑

休日における速度低下箇所
③休日昼間12時間の平均旅行速度10㎞/h以下（流入２方向以上）

※課題の大きさについては、抽出指標①～③にいずれかに該当した場合に抽出

5-2.優先対策箇所の選定方法・選定基準
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○ 選定方法・選定基準に基づき、224箇所の主要渋滞箇所を「優先対策箇所」、「継続監視箇所」、
「継続検討箇所」に分類

○ 最新データで検証した結果、「優先対策箇所」として27箇所を再度選定した。

優先対策箇所の選定結果

選定項目 選定の指標
該当
箇所数

渋滞多発
平日における速度低下箇所
•平日昼間12時間の平均旅行速度が20㎞/h以下の箇所(流入全方向)
•平日ピーク時の平均旅行速度が20㎞/h以下の箇所(流入１方向以上)

９３
（93）

特定日に混雑
休日における速度低下箇所
•休日昼間12時間の平均旅行速度が20㎞/以下の箇所(流入１方向以
上)

７
（7）

本委員会における
意見箇所

過去における抽出箇所
(渋滞が確認されている箇所)

９
（9）

パブコメにおける
追加意見箇所

•追加意見箇所の渋滞が最新データで確認された箇所
•道路管理者(自治体)、事業者等からの追加意見箇所

１１５
（115）

合 計 ２２４
（224）

優先対
策箇所

継続検
討箇所

継続監
視箇所

7
（8）

34
（33）

52
（52）

2
（2）

2
（2）

3
（3）

2
（2）

1
（1）

6
（6）

16
（16）

64
（74）

35
（25）

27
（28）

101
（110）

96
（86）

優
先
対
策
箇
所
の
選
定
方
法
・
選
定
基
準

優
先
対
策
箇
所
の
選
定
方
法
・
選
定
基
準

※優先対策箇所であっても、現地の状況等により早期に渋滞対策が実施できるとは限らない ※（）内の数字は、前回委員会提示

5-3.優先対策箇所の選定結果
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○ ２７箇所の「優先対策箇所」については、昨年度の箇所から2箇所が外れ、今年度新たに1箇所追加された。

■優先対策箇所位置図 ■優先対策箇所

■A優先対策箇所の抽出基準（下記のいづれかに該当）
①平日昼間12時間の平均旅行速度が20km/h以下の箇所（流入全方向）
②平日ピーク時の平均旅行速度が20km/h以下の箇所（流入1方向以上）
③休日昼間12時間の平均旅行速度が20km/h以下の箇所（流入1方向以上）

5-3.優先対策箇所の選定結果

■優先対策箇所の選定条件
A最新の交通状況で渋滞が確認（下記）
B渋滞対策が未実施または渋滞緩和に関連する事業がない
C事故ゼロプラン箇所※または渋滞が顕著（課題が大きい）

前年度優先対策から除外箇所

管轄 交差点名 備考

飯田国道 飯田インター西 事故ゼロプランの対策を実施したため

長野県 庄内町
周辺事業として、(都)小池平田線が計画
されたため

今年度優先対策箇所に新たに追加

管轄 交差点名 備考

長野県 塚原北交差点 事故ゼロプランで計画が策定されたため

高速道路

国道

主要地方道

一般県道

優先対策箇所

（継続：26箇所）

優先対策箇所

（新規：1箇所)

優先して渋滞対策方針を検討・決定すべき箇所

※事故ゼロプラン箇所は､事故ゼロプラン箇所の中で交通事故対策未実施箇所
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○ 選定した優先対策箇所について、以下の流れに基づき対策を検討。
○ 渋滞要因分析は、ボトルネック交差点を特定し、要因分析を実施。
○ 渋滞要因を踏まえ、ソフト面・ハード面、短期・中長期、広域的・局所的な観点から対策を検討。

■渋滞要因の分析

■渋滞対策の立案
・渋滞要因分析結果を踏まえ、ソフト面・ハード面、短期・中長期、
広域的・局所的な観点から対策を検討

具体的な対策を決定し、対策実施環境が整った箇所から事業を実施

優先対策箇所の選定

主
要
渋
滞
箇
所
の
カ
ル
テ
作
成

a）ボトルネック箇所の特定
⇒速度低下が連続する区間内の渋滞ボトルネック交差点を特定

b）箇所の渋滞要因分析
⇒交差点の交通状況、道路構造、沿道環境等に着目し、要因を分析

5-4.優先対策箇所の渋滞要因分析・対策検討の考え方
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○ 優先対策箇所について、交通データや現地診断、意見聴取等を踏まえた交通状況の分析を経て、渋滞要因
を把握したうえで、渋滞解消に向けた効果的な対策を立案。

【交通データ】
・センサスデータ
・プローブデータ
・トラカンデータ

【現地診断・観測】
・道路管理者による診断
・交通量調査
・渋滞長調査
・信号現示調査

【沿道状況】
・地形、沿道状況
・周辺施設の立地
・交通安全施設

交通状況の分析

・立体交差
・連続立体
・バイパス

・ＴＤＭやＭＭの促進（料金割引、時差出勤等）

・車線運用の改良
・付加車線（右左折車線）の延伸、設置

・信号制御の適正化
・交通規制の適正化（時間帯通行規制など）

・交差点交 差角の改良
・食い違い交差の解消

・停止線位置の改良
・交差点のコンパクト化
・隅切の改良

・車線数や幅員の統一
・道路線形の改良

・バスベイ荷捌きスペース
・路上駐車スペース

・違法駐車取締り強化

・駐車場への誘導
・出入形状の改善（右折進入禁止等）

・歩道／自転車道
・横断歩道位置の改良
・立体横断施設

通過交通等の広域的な集中

・交通流動（通過交通）
・道路ﾈｯﾄﾜｰｸ
・渡河部等の物理的制約

局地的な集中

・信号現示、連動性
・付加車線長、車線数の不足
・特定箇所・日時への集中
・ボトルネック箇所

交差点形状による影響

・変形交差点
・隅切不足
・幅員不足

駐車による影響

・交差点直近のバス停
・路上駐車

路線形状による影響

・急カーブ
・勾配変化

施設出入りによる影響

・沿道施設への出入り
・駐車場への入出庫

歩行者・自転車による影響

・自転車、歩行 者等による交通阻害

交通状況
の確認

凡 例

：ハード対策

：ソフト対策

渋滞要因の分析 今後の対策案の立案

道路構造
の確認

沿道環境
の確認

現
況
用
地
状
況
の
確
認
（
用
地
取
得
の
有
無
）

・注意喚起看板の設置

5-4.優先対策箇所の渋滞要因分析・対策検討の考え方
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5-5.優先対策箇所（平瀬口交差点）の検討 （１）対象箇所の状況

平瀬口交差点

至 松本市

至 長野市

至

佐
久
市

至

大
町
市

田沢駅 Ｎ

254

147

19

19

主要渋滞箇所

奈良井川

奈良井川・梓川を横断
する渡河交通が集中

至）長野市【B】

至）松本市【A】

至
）
大
町
市
【Ｃ
】

至
）
佐
久
市
【
Ｄ
】

254

147

19

19

GS
梓川

右折の信号現示が短く
右折車両が捌け残る

広域図 詳細図

朝・夕ピーク時の右折車両が多い

①奈良井川・梓川を横断する
渡河交通の集中

③ガソリンスタンドからの出入り
車両による交通の阻害

②松本市方向への右折車両が
多く、捌け残りが発生する

○ 渡河部になっており、交通が集中している。
○ 大町市方面【C】からの車両の５０％（※）は右折車であり、松本トンネル方面【D】からの直進車が多い時間帯は右折
青時間が少ないこともあり、捌け残りが発生している。

○ 交差点の直近にガソリンスタンドが位置しており、出入り車両が交通を阻害している。
※（出典：H27年1月13日交通量調査）

ガソリンスタンドからの出入り
車両が直進車交通を阻害

右折車が直進車を阻害
（パブコメ）

Ｎ

松本トンネル
有料道路

倉庫

①
②

③
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凡
例

【
単

位
：
km

/
h
】

4
0
超
～

3
0
超
～

4
0
以

下
2
0
超
～

3
0
以

下
1
0
超
～

2
0
以

下
　
　
　
～

1
0
以
下

デ
ー
タ
な
し

■
国
道
1
9
号
平
日
の
交
通
状
況

○
上
り
方
向
、
下
り
方
向
と
も
に
平
瀬
口
交
差
点
に
お
い
て
速
度
低
下
が
見
ら
れ
、
特
に
朝
ピ
ー
ク
、
夕
ピ
ー
ク
は
2
0
k
m
/
h以
下
と
な

る
渋
滞
が
生
じ
て
い
る
。

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

平
瀬

口

新
橋

進行
方向

（上り）

進行
方向

（下り）

39 45.8987 36.14076418 13.339328 # 49.4269406
39 44.5187 43.66974707 17.108572 # 50.3701036

40.7 48.0575 51.27575438 31.366797 # 51.5153917
40.1 48.7158 51.45726854 30.635484 # 49.7217102
39.8 49.1634 51.48450014 33.043893 # 51.0639848
40.6 49.472 53.1767712 35.892193 # 52.2526878
39.3 47.2778 52.09360437 33.828421 # 51.5797442
39.8 48.5836 53.29048528 32.536042 # 51.1056168
39.9 49.087 53.05634082 29.995619 # 51.128601
39.7 48.9423 52.50923428 28.503435 # 51.0637842
39.3 47.4837 43.71324824 18.111092 # 50.1641352
35.8 36.7224 26.07713576 14.455979 # 49.2912234

13.1 41.4788 46.85076112 45.16115 # 12.7625564 3
14.4 38.5479 45.32516742 45.085832 # 12.583048 3
15.5 40.2661 50.17824303 49.043478 # 25.6203452 5
14.9 43.6047 51.45058953 49.239032 # 26.576691 5
16.6 45.6068 50.16116564 49.786372 # 28.9244206 5
17.6 47.9039 53.26439644 51.338523 # 30.6401966 5
16.3 46.3765 52.28120464 50.869924 # 28.1162371 5
16.4 45.5242 52.72674629 49.639017 # 27.965056 5
16.5 46.3132 51.03238682 50.089167 # 26.2897759 5
16.7 46.0388 52.09687886 49.013405 # 25.5372896 5
15.6 44.3112 50.40803224 47.413971 # 22.6977525 5
13.4 36.7348 47.06802049 45.984641 # 21.3759362 5

主
要

渋
滞

箇
所

の
交

差
点

主
要

渋
滞

箇
所

以
外

の
交

差
点

至
）長
野
市

至
）松
本
市



進行

方向

（上り）

（２）ボトルネック箇所の特定5-5.優先対策箇所（平瀬口交差点）の検討

出典 民間プローブデータ（H28.1～H28.12 平日平均）

南中学校南

矢作

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

あづみ野産業団地

アルプス大橋東

平瀬口

28

進行

方向

（下り）

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

凡例 【単位：km/h】
40超～
30超～40以下
20超～30以下
10超～20以下
　　　～10以下
データなし

■交差道路(国道147号、国道254号)平日の交通状況

○ 国道147号は交差点間隔が短く、速度低下が生じやすい傾向が見られる。
○ 特に、上り方向では朝ピーク時に平瀬口交差点を先頭とする速度低下区間が南中学校南交差点まで連続する。

主要渋滞箇所
の交差点

主要渋滞箇所
以外の交差点

至）大町市 至）寄居町

# # # 44.4 # 30.49 17.8 8.21672 16.68 # 12.783 33.1 8.78 3 # 54.11700441 22.856917 63.425542
# # # 48.6 # 38.39 27.6 13.2273 18.01 # 13.35 37.2 15.63 5 # 55.36224043 21.419825 62.98972209
# # # 52.5 # 53.61 52.4 28.1554 44.77 # 23.175 45.9 35.12 6 # 54.99789842 21.875959 61.13436354
# # # 51.7 # 53.33 51 28.5322 44.97 # 23.478 46.5 34.87 6 # 54.94290423 22.509433 61.5292142
# # # 52.5 # 54.15 53 29.6966 45.25 # 24.344 46.2 36.09 6 # 55.22186926 21.37259 62.6017327
# # # 53.6 # 55.37 54.2 29.7536 46.44 # 25.148 47.2 38.27 7 # 55.66150581 23.283803 61.92327956
# # # 52.6 # 54.74 53.4 29.9955 45.47 # 23.858 46.8 36.65 6 # 55.23694558 22.398342 62.50702121
# # # 52.4 # 54.26 52.5 28.9136 45.29 # 24.749 46.7 36.69 6 # 55.08299433 23.53583 60.81612338
# # # 52.1 # 53.94 53 28.6067 44.66 # 23.901 46.9 38.33 6 # 55.16139945 23.249689 61.23035268
# # # 51.7 # 53.23 52.3 29.8563 44.55 # 24.574 46.8 33.5 5 # 54.28977963 22.931023 61.73813204
# # # 50.3 # 51.53 49.4 24.4237 40.41 # 18.136 42.9 20.99 4 # 53.65103673 22.966286 59.96961438
# # # 50.7 # 51.34 49.4 23.6134 37.16 # 17.784 42.2 22.56 5 # 53.44229065 22.679648 61.70795314

5 # 22 29.6 # 50.69 49.4 45.354 16.33 # 33.297 16 34.72 22 5 17.98565341 20.043793 61.17678925
6 # 22 30 # 51.49 50.8 46.062 16.62 # 31.392 16.5 36.31 21 5 28.5769489 22.877223 60.47495458
# # 43 45.2 # 54.92 53.6 48.1332 24.09 # 41.294 23.2 45.77 22 5 45.51526529 22.093884 60.130023
# # 42 43.4 # 54.65 53.4 47.6855 23.89 # 41.494 22.8 45.64 20 5 43.80869289 21.176081 59.63672605
# # 42 44.6 # 55.31 53.7 48.0689 24.78 # 42.098 22.5 45.68 21 5 45.46398814 23.10782 59.99133172
# # 42 44.8 # 55.15 53.6 47.1059 25.67 # 43.336 23.4 45.88 22 5 46.83700525 23.436892 60.96824836
# # 42 43.9 # 54.67 53.1 46.6348 24.71 # 41.912 23.1 45.55 21 5 46.70877169 24.496089 59.97100886
# # 43 46.2 # 55.51 53.8 47.5373 24.75 # 41.161 23 45.34 21 6 44.89952554 21.660931 60.38533279
9 # 40 42 # 54.03 52.6 47.1147 23.91 # 41.257 22.5 45.93 22 6 42.20711123 21.627247 58.75701408
9 # 36 38.9 # 53.38 52.6 46.8288 25.27 # 40.365 23.7 44.85 25 5 37.22552601 21.323521 60.27349471
7 # 31 36.9 # 51.99 50.4 44.9638 19.41 # 37.775 19.9 43.91 23 5 35.83852609 21.92405 62.85927878
8 # 30 36.3 # 51.29 49.7 43.5138 17.17 # 34.203 19.1 41.59 22 5 36.89460737 23.242002 62.57988055
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凡
例

【
単

位
：
km

/
h
】

4
0
超
～

3
0
超
～

4
0
以

下
2
0
超
～

3
0
以

下
1
0
超
～

2
0
以

下
　
　
　
～

1
0
以
下

デ
ー
タ
な
し

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

平
瀬

口

新
橋

進行
方向

（上り）

進行
方向

（下り）

43.3 52.1975 55.65344525 39.465484 # 53.8206493
42.5 51.5746 55.71316141 38.003605 # 53.3352578
41.9 49.7441 52.38885436 30.964273 # 52.312187
40.3 48.7825 50.0606228 28.485034 # 52.0072249
40.7 48.6533 49.88734466 30.187264 # 52.6009657
40.4 48.8402 51.54725138 33.649195 # 52.8623835
39.9 48.9795 53.60984293 33.93386 # 52.4915534
39.1 48.3298 52.5281972 31.336172 # 51.9346626
40.2 48.8495 53.12695529 28.556403 # 51.6721899
40.4 49.3891 51.83873877 26.543806 # 51.7372701
39.9 48.8419 50.72201166 26.894127 # 51.5604425
40.8 49.2993 51.97744303 35.139886 # 52.2596425

18.6 52.2065 56.28955335 52.770978 # 33.3728113
18.7 49.7134 55.19918247 51.651847 # 31.2157267
16 45.5476 53.29569975 51.176 # 26.1695366

15.3 44.6985 53.03791804 50.929379 # 26.3933901
16.1 46.0224 52.70484104 49.464914 # 27.7444756
16.9 47.9921 53.73839775 51.81361 # 29.0384796
16.4 45.242 52.4602997 51.62396 # 28.9854358
16.1 45.8133 52.95491383 51.321704 # 28.0989615
16.2 46.107 53.51122925 50.6305 # 27.0529576
16.3 44.6465 51.830046 49.863855 # 26.0706389
15.4 43.1196 50.6028169 48.618932 # 25.7129233
17.2 45.9151 51.93067937 49.5942 # 32.0954328

■
国
道
1
9
号
休
日
の
交
通
状
況

○
上
り
方
向
、
下
り
方
向
と
も
に
平
瀬
口
交
差
点
に
お
い
て
速
度
低
下
が
見
ら
れ
る
。

主
要

渋
滞

箇
所

の
交

差
点

主
要

渋
滞

箇
所

以
外

の
交

差
点

至
）長
野
市

至
）松
本
市



進行

方向

（上り）

（２）ボトルネック箇所の特定5-5.優先対策箇所（平瀬口交差点）の検討

出典 民間プローブデータ（H28.1～H28.12 休日平均）

南中学校南

矢作

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

あづみ野産業団地

アルプス大橋東

平瀬口

30

進行

方向

（下り）

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

凡例 【単位：km/h】
40超～
30超～40以下
20超～30以下
10超～20以下
　　　～10以下
データなし

■交差道路(国道147号、国道254号)休日の交通状況

○ 国道147号は交差点間隔が短く、速度低下が生じやすい傾向が見られるが、平日に比べると混雑は見られない。

主要渋滞箇所
の交差点

主要渋滞箇所
以外の交差点

至）大町市 至）寄居町

# # # 53.9 # 54.69 54.8 31.9572 46.44 # 25.881 49 41.76 6 # 57.42608214 23.51518 65.49953714
# # # 53.6 # 54.15 54.3 30.9423 46.92 # 25.782 47.7 39.64 6 # 56.72640801 23.289498 64.55422164
# # # 53.2 # 54.88 54.1 30.5197 46.63 # 24.194 47.1 37.52 6 # 55.72473017 22.594026 62.23453802
# # # 52.7 # 54.66 53.5 30.2712 46.72 # 24.594 47.5 36.28 5 # 55.27110645 23.590783 62.76203545
# # # 52.7 # 54.76 53.5 30.4241 46.85 # 24.639 47.3 36.44 6 # 55.50319191 22.274283 62.8617603
# # # 53.2 # 55.21 53.9 30.8791 47.2 # 24.874 47.2 38.08 6 # 56.21954692 23.682753 62.63677421
# # # 53.4 # 55.05 53.6 30.1914 46.47 # 24.775 47.7 38.41 6 # 56.15838384 24.172711 63.00695326
# # # 52.8 # 55.01 53.1 30.6519 46.38 # 24.416 47.2 37.19 6 # 55.91493662 22.291038 62.62625604
# # # 52.4 # 54.24 52.9 29.3341 45.91 # 24.811 47.3 37.15 6 # 55.67502126 22.639879 62.98534787
# # # 52.1 # 53.89 52.4 28.964 43.82 # 23.576 46.2 33.81 5 # 55.05962369 21.528809 63.42090639
# # # 51.7 # 53.42 51.8 29.4082 44.92 # 21.936 45.9 32.72 5 # 54.52978352 21.214269 63.69494668
# # # 52.6 # 53.86 52.1 30.0791 45.07 # 24.237 46.6 36.4 6 # 55.19288622 26.039788 65.15863676

9 # 43 46.4 # 56.03 54.5 49.1238 27.28 # 43.334 24.1 47.91 27 5 48.46070538 23.396359 64.3483246
# # 45 48 # 56.96 55.7 49.6431 27.64 # 44.184 24 48.17 26 5 49.08274972 23.037865 65.16980981
# # 43 46.3 # 55.63 54.1 48.1687 26.53 # 43.353 23.2 46.9 22 5 44.91586252 21.497314 62.31776013
# # 41 44.8 # 54.83 53.8 47.8194 26.58 # 42.935 22.7 46.39 22 5 41.24363947 20.605388 61.66671244
9 # 39 43.6 # 55.19 53.2 47.7433 25.78 # 42.946 22.5 45.92 21 5 42.84803692 23.369066 60.45162149
9 # 38 41.9 # 54.67 53.9 48.2659 26.78 # 43.352 23.1 46.01 22 4 46.31196855 23.62555 62.54397362
9 # 40 43.6 # 55.06 53.3 48.2731 27.29 # 43.344 22.7 46.73 23 5 45.41439499 24.654684 60.96309781
9 # 41 43.8 # 55.22 53.9 48.1244 26.58 # 43.05 22.8 46.29 23 5 43.80990655 23.453462 61.77702539
9 # 39 42.8 # 55.15 53.6 47.9901 25.3 # 43.074 23.3 46.39 22 5 39.56496435 22.463104 63.46209866
8 # 36 41.2 # 54.2 53 46.4446 24.65 # 41.861 22.9 45.66 22 5 37.88098855 22.397269 60.73811346
8 # 37 42.2 # 53.85 52.1 46.6551 23.68 # 41.089 20.6 45.51 22 5 38.19569027 21.901293 62.42046828
# # 40 43.3 # 54.43 52.8 46.823 26.3 # 42.658 23 45.85 24 5 46.20122534 24.427571 63.54044556
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5-5.優先対策箇所（平瀬口交差点）の検討 （３）渋滞発生シナリオ

• 松本への通勤・物流交通の集中
• 渡河交通の集中
• 主要幹線道路（国道19号、国道１４７号、松本
トンネル）が交差点に集中

• 大町方面【C】から松本市【A】への右折が多く、
松本トンネル【D】からの対向直進が影響

主な渋滞要因

• 奈良井川・梓川を横断する渡河交通の集中
• 国道19号および国道147号右折の渋滞
• 奈良井川を挟んで交差点間距離が短い
• 交差点直近にガソリンスタンドが位置している

渋滞状況・問題事象

• 【短期】周辺施設・道路での交通情報提供
• 【短期】料金割引施策
• 【中期】交差点改良（左折レーンの設置）
• 【長期】交差点改良（右折・流出路の２車線化）

渋滞対策イメージ

○ 渋滞状況・問題事象、主な渋滞要因から渋滞対策イメージ（対策の基本的な考え方）を設定

至）長野市【B】

至）松本市【A】

至
）大
町
市
【Ｃ
】

至
）松
本
ト
ン
ネ
ル
【Ｄ
】

倉庫



○ 対策実施にかかる期間を考慮して、短・中・長期対策を立案。

5-5.優先対策箇所（平瀬口交差点）の検討
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（４）対策方針（案）

周辺施設・道路での情報提供【短期対策】 交差点改良（左折レーンの設置）【中期対策】

交差点改良（右折および流出路の２車線化）【長期対策】
料金割引施策【短期対策】

大町市から松本市方面への
右折車両が多く、捌け残りが
発生している。

高速道路への転換に伴う交通量の削減により渋滞を緩和

左折車両による左折損失をなくし、また右折青矢印信号とあわせ
て左折通行可を出すことで、直進車の円滑化を促進

別交差点に誘導し、
交差点への集中台数を減少

⇒国道および渡河断面の渋滞
状況を提示することで、交差点
への集中を避ける。

長野道の割引料金施策に
よる国道19号を通過する
交通を転換

147

147

19

19

平瀬口交差点

Ｎ

平瀬口交差点

至 安曇野市

至 塩尻市

至

岐
阜
県

至

長
和
町

19

19

転換

右折を2車線とすることで、交差点処理を促進し、
国道147号の渋滞を減少させる

147

19

147

19



○ 小諸市方面・上越方面から軽井沢中心部への交通が集中している。
○ 小諸市（A）と軽井沢中心部（B）を結ぶ右左折交通が多く、特に大型車の割合が多い（浅間サンラインを通過）。
○ 交差点周辺は上り勾配など縦断勾配による速度低下、車間距離拡大により交通渋滞が発生している。

上り勾配

至）小諸市【Ａ】

至）市道【Ｃ】

至
）
上
越
市
【Ｄ
】

至
）
軽
井
沢
中
心
部
【Ｂ
】

1818

80

浅間サンライン入口交差点

至

軽
井
沢
中
心
部

至

小
諸
市

御城田駅

18

Ｎ

至

上
越
市

18
80

主要渋滞箇所

③大型車の左折が多い

①国道18号の交通量が多く、
慢性的渋滞

交差点に向かって
上り勾配

広域図 詳細図

上り勾配

下り勾配

上り勾配

5-5.優先対策箇所（浅間サンライン入口交差点）の検討 （１）対象箇所の状況

軽井沢方面への
交通

④登坂車線合流部、織り込み

③大型車の右折が多い

①国道18号の交通量が多く、
慢性的な渋滞

②Ｄ方向からの大型車
③ＡＢ間における大型車の
右左折交通量が多い

④Ｄ流入部において登坂車線の
合流部、折り込み

上越市方面への
交通

浅間サンライン

軽井沢方面への
交通

押ボタン

33

右折90m①② ③④



進行
方向
（上り）

進行
方向
（下り）

■国道18号平日の交通状況

（２）ボトルネック箇所の特定

○ 上り方向では信号手前（約300m）において終日速度低下が見られる。また仮宿交差点方面からの先詰まりが発
生している。

○ 下り方向は14時台から若干速度低下が見られ、追分交差点、借宿交差点まで連続している。

5-5.優先対策箇所（浅間サンライン入口交差点）の検討

出典 民間プローブデータ（H28.1～H28.12 平日平均）

馬瀬口 駅入口

三ツ谷西

三ツ谷 借宿三ツ谷東
浅間サンライン入口

追分

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台
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凡例 【単位：km/h】
40超～
30超～40以下
20超～30以下
10超～20以下
　　　～10以下
データなし

45.138 28 45.4 30.94 31.5753 25.2006 47.7013245 57.296499 60 58.1 50.1784894 14.614 33 35 34.8140716 15 23.076 # 16.2190105
48.1 31 46.4 31.29 31.6897 26.6896 48.02506402 55.95265227 61 58.2 51.7138921 21.835 36 38 29.64945481 13 18.276 # 12.9266178

46.768 32 46.8 34.17 32.9568 27.2517 46.63771278 54.55927777 61 60.7 57.4161018 21.902 36 39 36.53467035 17 24.737 # 18.0526617
47.455 33 47 36.65 34.334 27.8028 47.70939346 57.60838032 63 63.5 60.4440866 20.563 35 37 39.1355944 20 32.598 # 24.0619759
46.71 33 46 35.72 33.6594 27.8336 47.09227491 57.53089604 63 63.7 58.594679 20.913 36 39 43.13374673 21 36.207 # 28.0107258

47.567 33 46.1 37.78 34.8189 27.8184 47.07722776 57.87211248 64 63.4 62.4572595 23.179 37 41 49.20741822 24 43.135 # 34.9012091
46.532 32 46 36.16 34.1943 27.5444 46.97157041 57.75067727 64 62.9 62.0029098 22.14 37 41 48.89456102 24 42.427 # 33.5614297
46.646 34 45.8 36.16 34.1777 27.5654 46.87392764 57.19419718 62 60.2 62.1801157 23.206 37 41 48.69683796 23 41.325 # 33.8582561
46.764 33 45.6 36.45 33.4139 27.2014 46.12316199 56.99458832 63 62.3 62.8995536 23.603 37 41 49.33940635 23 41.081 # 33.2432344
46.319 30 45.8 34.39 34.075 26.6452 46.58446812 57.36575454 64 63.7 63.6190831 24.551 38 42 49.91280819 25 40.922 # 33.3303788
45.909 30 44.7 32.04 34.8337 26.1335 45.67088481 56.63082024 62 62.2 62.3795872 25.528 37 41 50.35905471 26 42.142 # 35.6726517
46.869 32 46.1 35.03 35.6535 28.1259 46.88839875 56.2698461 62 62.2 61.7477137 26.228 38 43 51.42760058 28 43.928 # 36.9245928

35.145 48 34.1 48.79 34.1543 33.5697 36.56025804 57.84184042 61 59 55.8185249 48.47 13 36 49.2460481 45 39.348 # 47.8567041
36.662 51 35 51.25 36.6345 36.8212 39.23747952 57.1 60 58.5 55.4291988 48.525 13 41 49.59552222 45 40.576 # 47.9898828
36.133 49 35.6 48.76 38.9159 35.6652 38.43822786 55.51593548 59 56.6 54.5282159 47.314 13 34 46.32719207 44 39.364 # 46.2912252

35.7 49 35 49.96 38.4238 34.9432 37.85661109 54.82778437 58 56.2 53.5049196 46.301 12 29 43.40419706 44 41.873 # 45.3244668
36.243 49 34.9 48.84 38.9335 34.3852 38.01132022 54.78747923 57 56.9 53.9198335 46.348 12 28 41.94556842 43 41.05 # 44.7145036
35.449 50 35.1 50.78 39.9731 35.1078 37.93625777 56.44094678 60 58.3 54.7964021 47.032 13 31 42.6040626 44 41.507 # 44.9033741
35.822 49 34.8 50.45 40.2099 34.4098 37.89911743 56.1465204 60 57.6 54.374442 47.087 13 30 41.66774272 43 39.384 # 44.4935654
36.036 48 34 50.08 39.3081 34.6194 36.79920906 55.72240957 59 57 53.9038674 46.49 12 30 39.18417363 42 37.439 # 42.9353223
35.123 49 34.5 49.68 38.1233 33.9778 35.95003284 54.35826488 58 56.6 54.0080978 46.826 13 29 36.30185263 41 31.312 # 39.4034439
34.268 49 33.2 47.85 37.0579 34.2034 35.6050617 56.15472722 59 57.1 53.3356219 46.21 13 27 35.31325596 40 26.178 # 33.0157239
31.987 46 31.1 46.6 34.5453 34.2415 34.80647834 55.3078573 58 55.4 51.8970515 44.996 13 27 30.6015353 39 27.101 # 33.373737

33.1 47 33.6 46.32 35.8896 34.5914 36.60986777 55.50199189 58 56.5 52.1323605 44.496 13 28 34.37371733 40 33.373 # 39.259493

主要渋滞箇所
の交差点

主要渋滞箇所
以外の交差点

至
）上
越
市

至
）軽
井
沢
中
心
部



進行
方向
（上り）

進行
方向
（下り）

■国道18号休日の交通状況

（２）ボトルネック箇所の特定5-5.優先対策箇所（浅間サンライン入口交差点）の検討

主要渋滞箇所
の交差点

主要渋滞箇所
以外の交差点

出典 民間プローブデータ（H28.1～H28.12 休日平均）

馬瀬口 駅入口

三ツ谷西

三ツ谷 借宿三ツ谷東
浅間サンライン入口

追分

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

48.013 35 48.5 37.61 33.9494 30.9291 51.05331636 60.69627039 64 61.7 63.9127303 24.85 40 43 49.86337608 26 40.821 # 28.4279692
49.283 35 48.6 32.46 34.4773 27.5428 50.27080973 60.36530421 65 64.2 61.7643401 21.362 37 39 38.60052261 18 26.63 # 18.0978596
48.468 33 48.2 35.13 34.0373 29.0989 49.71570861 60.96595284 65 64.9 58.7135156 18.902 34 36 34.84791096 19 27.207 # 20.2378899
48.073 32 47.7 36.48 35.2427 28.2885 48.38981832 60.500838 66 64.2 49.4924848 17.622 33 34 35.5766249 20 30.243 # 22.3408579
48.027 31 47.2 35.66 34.9927 27.9296 48.32034101 59.49670944 65 63.4 49.1500496 17.454 33 35 41.11649797 22 34.576 # 26.4070379
47.919 34 47.9 37.16 35.7534 28.2381 47.32876187 59.56949663 65 64.7 56.3140715 19.567 35 38 46.82119663 26 40.421 # 31.7281351
47.943 32 47.4 35.63 34.5577 28.415 47.41712239 59.55106833 65 64.5 62.0486459 19.909 36 38 47.14684207 25 40.37 # 30.5225622
48.11 32 47 34.38 35.9105 27.4602 47.62032801 59.18033121 64 60.7 61.6931176 19.795 36 39 47.20712615 25 40.475 # 30.7306945

47.836 31 47.2 34.46 35.5315 26.3899 47.52780092 58.59878984 65 64.3 62.8731418 20.612 37 39 48.5905586 24 40.892 # 31.3180988
47.186 32 46.9 35.09 35.9126 25.2041 46.85556387 58.06243746 63 63.2 62.0387271 22.557 37 40 49.45163766 26 42.124 # 33.4736923
46.589 32 46.2 36.91 35.4928 26.4193 46.68137767 57.65707317 63 63.2 62.1411642 23.779 38 41 50.29092919 25 43.109 # 36.4471012
47.701 32 46.6 38.16 36.36 28.5448 47.62407997 56.91789813 63 62.6 61.8051328 26.284 39 43 52.21809852 29 45.309 # 37.8538958

37.891 52 38.2 53.03 40.9697 38.615 42.19428979 60.91346884 64 62.2 58.3132075 49.598 12 43 53.37796955 50 49.764 # 52.1871277
38.266 51 38.2 53.22 39.0789 37.0884 42 59.7642204 62 58.3 57.0110205 48.879 11 41 50.75826695 47 47.556 # 50.0099333
35.161 51 35.8 50.1 38.3536 37.8531 39.43409254 58.91034638 62 60.5 56.4515789 47.773 11 35 47.90226522 44 40.878 # 47.4415107
35.798 50 34.1 50.41 39.4346 36.9338 38.73255006 57.88266505 61 59.1 55.2536111 46.99 12 28 43.95817027 43 37.403 # 46.2016773
35.312 50 35 50.53 40.2152 36.3162 38.28265415 57.70627787 60 58.5 54.2617817 46.736 12 27 41.19873302 43 37.122 # 45.6891316
36.121 50 34.8 50.66 39.04 35.5117 37.91086976 58.55720455 62 59.5 55.5208831 46.669 12 27 40.90213633 43 36.221 # 43.7913539
35.602 50 35.1 50.4 38.9091 35.6032 37.97386239 58.80406293 61 59.2 55.4111484 46.176 11 27 38.03327579 43 35.937 # 44.4454852
34.599 50 34.3 50.11 38.8502 35.8807 36.76451121 58.6886768 60 58.7 54.7923746 46.224 11 26 34.41224474 41 32.703 # 43.037119
34.17 49 33.7 49.92 36.335 35.4368 36.53058356 58.92305707 61 57.8 54.5348413 46.355 11 25 28.05063983 40 29.676 # 39.7577173

33.314 49 33.4 48.89 37.149 34.8025 35.95523993 58.41368801 61 58 53.6185686 45.927 11 26 23.64461215 35 26.187 # 33.0308799
34.29 49 33.1 48.59 38.3878 33.3364 35.63739305 57.46500923 59 57.2 52.6029894 43.902 11 24 21.92291675 36 26.047 # 28.8601683

34.972 49 33.2 48.67 39.0673 34.1135 36.72269881 56.87360493 59 57.7 52.6142759 43.75 13 27 26.96788195 38 32.364 # 37.3021832

35

凡例 【単位：km/h】
40超～
30超～40以下
20超～30以下
10超～20以下
　　　～10以下
データなし

○ 上り方向では終日速度低下が見られ、特に9時台～14時台は20km/h以下となっている。
○ 下り方向は13時台から若干速度低下が見られ、追分交差点、借宿交差点まで連続している。

至
）上
越
市

至
）軽
井
沢
中
心
部
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○朝夕を中心とした交通集中（生活・観光・物流）

○大型車の通行が多い（B・D断面、AB間）

○青時間の不足（B・D断面）

○交差点部のクレスト

○登坂車線からの合流

主な渋滞要因

（３）渋滞発生シナリオ5-6.優先対策箇所（浅間サンライン入口交差点）の検討

•大型車のAB間の右左折交通量が多く、速度低下が発生
•右折の滞留長が右折車線を超過［B→A右折］
•国道18号現道・バイパスが合流後3km区間は断続的な速度低下［B流入部］
•追分宿交差点付近までの上りのため速度低下［B流入部］
•Dは交差点に向かって上り勾配かつ大型車が多いため速度低下［D流入部］
•登坂車線が交差点手前で合流・折込による速度低下［D流入部］

渋滞状況・問題事象

【短期】右折レーンの延長
【短期】注意喚起看板の設置
【中期】交差点改良
【長期】交通容量の拡大

渋滞対策イメージ

登坂車線

上り勾配

1818

80

上り勾配

下り勾配

上り勾配

○ 渋滞状況・問題事象、主な渋滞要因から渋滞対策イメージ（対策の基本的な考え方）を設定

至）浅間サンライン
【Ａ】

至）市道【Ｃ】

至
）小
諸
市
【Ｄ
】

至
）軽
井
沢
中
心
部
【Ｂ
】
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○ 対策実施にかかる期間を考慮して、短・中・長期対策を立案。

交通集中している浅間ＳＬ入口～借宿東間の拡幅やバイパス
機能を持つ道路整備により、国道18号の混雑を緩和

右折レーンの延伸【中期対策】

交通容量の拡大【長期対策】

5-6.優先対策箇所（浅間サンライン入口交差点）の検討 （４）対策方針（案）

右折レーンの延伸【短期対策】

拡幅や周辺道路整備により渋滞を緩和

注意喚起看板の設置【短期対策】

発進遅れや速度低下の注意喚起により、過度な車間距離拡大を抑制

手前の案内により発進遅れ、合流による速度低下を緩和

交差点改良により交差点で処理できる交通量を拡大

2車線区間を拡大

B流入部の右折レーンを延伸

拡幅による片側２車線区間の拡大

もうすぐ登坂車線終り
速度注意

速度低下注意

右折レーンを延伸することにより通過できる交通量を拡大

用地内のゼブラ区間を有効活用することでB流入部の右折レーンを延伸

右折レーンの延伸

追
分

借
宿
東

至）浅間サンライン【Ａ】

至）市道【Ｃ】

至
）
小
諸
市
【
Ｄ
】

至
）
軽
井
沢
中
心
部
【
Ｂ
】

至）浅間サンライン【Ａ】

至）市道【Ｃ】

至
）小
諸
市
【Ｄ
】

至
）軽
井
沢
中
心
部
【Ｂ
】

至）浅間サンライン【Ａ】

至）市道【Ｃ】

至
）
小
諸
市
【Ｄ
】

至
）
軽
井
沢
中
心
部
【Ｂ
】



６.ピンポイント渋滞対策
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工事実施前後において、ETC2.0データや現地調査結果を用いて、整備効果資料を作成。

⇒（記者発表を行うか否かに関わらず、ピンポイント渋滞対策の効果についてまとめる。）

渋滞緩和の効果（旅行速度、信号待ち回数、利用者の実感等）、事故低減効果（急減速回数減少など）
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6-1.ピンポイント渋滞対策

対象箇所は、バイパス事業や長区間に亘る用地買収を伴う拡幅事業などの事業等を必要としない箇所

各県ごとに移動性向上委員会において、「主要渋滞箇所」の現況把握、要因分析、対策検討を実施。
「主要渋滞箇所」の対策は、改築事業に長い年月を要する。

少ない費用でスピーディーに対策を実施し、効果を発現させる方法として、「ピンポイント渋滞対策」
を検討する。

２．概要

１．経緯

３．取りまとめ方法
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①浅間サンライン入口交差点6-1.ピンポイント渋滞対策

○国道18号浅間サンライン入口交差点において、交差点まで上り勾配で発進遅れが拡大、右折レーンを越えて滞留
⇒登坂車線終了・交差点付近の上り勾配の注意喚起により、速度向上を図るとともに、右折滞留空間を確保

≪位置図≫

≪広域図≫

≪説明図≫
長 野 県

長野県北佐久郡
軽井沢町
国道18号

浅間サンライン入口交差点

浅間サンライン入口
交差点

至 上越市

至 高崎市

注意喚起看板の設置、右折レーンの延伸国道18号 浅間サンライン入口交差点
あさま いり ぐち

浅間サンライン入口交差点

至

軽
井
沢
中
心
部

至

小
諸
市

御城田駅

18

Ｎ

至

上
越
市

18
80

主要渋滞箇所

対策後

対策前

◆交差点手前での発信遅れの注意喚起

至
）上
越
市

至
）
軽
井
沢
中
心
部

至
）軽
井
沢
中
心
部

◆十分手前からの登坂車線終了の案内
◆交差点での上り坂発進遅れの注意換気

もうすぐ登坂車線終り
速度注意

速度低下注意

浅
間
サ
ン
ラ
イ
ン

至
）上
越
市

浅
間
サ
ン
ラ
イ
ン

◆右折レーンの延伸



Ｎ

南軽井沢交差点

至

佐
久
市

至

高
崎
市

至 嬬恋村

18

18

18

43

43

JR北陸新幹線
軽井沢駅

主要渋滞箇所
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②南軽井沢交差点6-1.ピンポイント渋滞対策

○国道18号南軽井沢交差点において、交差点部の容量（車線数）が不足し渋滞が発生
⇒用地およびゼブラゾーンを活用し、右折レーンおよび流出側車線数を増加させ、交差点通過可能交通量を拡大

≪位置図≫

≪広域図≫

≪説明図≫
長 野 県

長野県北佐久郡
軽井沢町
国道18号

南軽井沢交差点

南軽井沢交差点

至 上越市

至 高崎市

交差点車線数の拡大国道18号 南軽井沢交差点
みなみかるいざわ

対策後

対策前

右折２車線

直進２車線
流出２車線

流出２車線

至軽井沢駅

至碓氷軽井沢IC

至高崎市
至佐久

至軽井沢駅

至碓氷軽井沢IC

至高崎市

至佐久

渋滞長：休日：平成26年11月1日(土)

至 碓氷軽井沢IC



7.その他

42

7-1. 観光地の渋滞対策

7-2. 主要渋滞箇所の見直しフローの変更案
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7-1.観光地の渋滞対策



7-2.主要渋滞箇所の見直しフローの変更案

44

主要渋滞箇所
（224箇所）

○周辺状況の変化により、未対策であるが渋滞緩和した箇所についても対象とする。
○解除候補箇所に対し、本委員会で管理者や有識者に解除の可否の意見をいただき、解除を決定する。

【主要渋滞箇所の見直しフロー 変更（案）】

対策完了後
2年分データが蓄積

既存対策事業の完了
Or 周辺状況の変化

最新2年分データ
による渋滞状況

継続監視箇所要因分析箇所解除候補箇所 データ蓄積箇所

完了後2年以上
データあり

2年連続で抽出指標①～③を上回る
Or 渋滞緩和が見られる

対策中、未対策

完了後2年以上データなし

渋滞緩和が見られない

対策完了
Or周辺状況が変化

【主要渋滞箇所の抽出基準】
指標①平日昼間12時間の平均旅行速度が20km/h以下の箇所

（流入全方向）
指標②平日ピーク時の平均旅行速度が20km/h以下の箇所

（１方向以上）
指標③休日昼間12時間の平均旅行速度が20km/h以下の箇所

（１方向以上）

対策完了後、1年目は交通変動期で
2年目以降に交通安定期に移行することを想定

現地状況の確認
委員会で議論

周辺状況変化なし



長野県移動性・安全性向上検討委員会
第15回 委員会資料

平成２９年８月１０日

長野県における
交通事故対策について
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1. 長野県内の最新の交通事故状況
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1-1 長野県の交通事故状況

長野県の死傷事故件数は全国と同様に減少傾向を示しており、ピーク時(H18）の約7割まで減少。死者数は多少の増減はあるものの、
減少傾向にあり、H27には5割台まで減少。

死傷者数を見ると、自動車乗車中の割合が高い。

事故類型別の割合を見ると、死傷事故は、単路部で多く発生する追突事故の割合が全国と比べ高い。

死亡事故は、郊外や山間部で多く発生する正面衝突と車両単独が占める割合が高い。

死傷事故件数・死者数の推移死傷事故件数・死者数の推移

※H18の死傷事故件数を100をする。

※H18の死者数を100をする。

長野県の死傷事故件数は
全国と同様、減少傾向

長野県の死者数は
減少傾向

死
傷
事
故
件
数

死
者
数

死傷者数の状態別の割合死傷者数の状態別の割合

死亡事故

件数

N=746,072

N=12,003

死傷事故・死亡事故の事故類型別の割合死傷事故・死亡事故の事故類型別の割合

死傷事故では追突事故が多
く、右左折事故が少ない。

⇒全国と比較すると、単路
部での事故が多い。

死亡事故では正面衝突、車
両単独を含む車線逸脱事故
が多い。

⇒郊外や山間部で発生する
種類の事故が多い。

死傷者数

死傷事故

件数

自動車乗車中の割合が多い。

⇒自動車交通への依存度が
高い長野県の交通状況が
反映。

H24～H27（ 4年間の年平均）

H24～H27（ 4年間の年平均）

＜出典＞ 交通事故統計年報（H27年版）
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1-2 長野県の幹線道路における事故特性

長野県では、死傷事故の約6割が、道路延長の約1割の幹線道路に集中して発生している。

事故類型で見ると、追突事故は全体の約6割を占め、最も多い。

当事者別で見ると、死傷事故では、自動車が最も多く全体の約8割を占める。死亡事故では、死傷事故と比べて歩行者の割合が高く、
全体の約3割を占める。

年齢別で見ると、死亡事故の約6割は高齢者（65才以上）が占める。

道路種別の交通事故発生状況道路種別の交通事故発生状況

(約47,986km)

（8,335件）

（67件）

事故類型事故類型

当事者別当事者別

年齢別年齢別

＜出典＞ イタルダデータ（H27）, 交通事故統計年報（H27年版）

死傷事故

N=4,803

追突事故が最も多い

約6割が高齢者

死傷事故の8割が自動車

歩行者は、死傷事故では
全体の1割未満だが、

死亡事故では約3割を占有

死傷事故の約6割が
全体の約1割の幹線道路で発生
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1-3 長野県の市町村道における事故特性

長野県では、約4割の死傷事故が市町村道で発生し、道路種別の死傷事故率で見ると、一般国道、主要地方道や県道等より高い。

事故類型で見ると、出会い頭事故が最も高く、全体の約4割を占めている。

死亡事故のうち約5割が歩行者・自転車、そのうち約4割は自宅から500ｍ以内の身近な場所で発生。⇒今後、市町村道対策を展開。

道路種別の交通事故発生状況道路種別の交通事故発生状況

道路種別の死傷事故率道路種別の死傷事故率

事故類型事故類型

死亡事故の当事者別死亡事故の当事者別

72.8

85.3

184.3

7.0

60.7

47.7

123.2

4.9

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0

一般国道

主地+県道

市町村道

高速道路

一般国道

主地+県道

市町村道

高速道路

全
国

長
野
県
内

（件/億台キロ）

N=25

N=13

市町村道が
最も高い

自宅からの距離（歩行者、自転車）自宅からの距離（歩行者、自転車）

出会い頭事故が
最も多い

歩行者・自転車の死亡事故の約5割は
自宅から500m以内で発生

死傷事故

N=3,331

＜出典＞ イタルダデータ（H27）, 交通事故統計年報（H27年版）

事故率算出用資料：交通事故統計(H22）, 交通統計(H22), H22道路交通センサス

7.5%

1.4%

0.7%

55.2%

59.6%

11.6%

37.3%

39.1%

87.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

死亡事故件数

死傷事故件数

延長

高速道路 幹線道路 市町村道

(約47,986km)

（8,335件）

（67件）

死傷事故の約4割が
生活道路で発生



2.長野県内の幹線道路交通事故対策の取り組み状況

6



7

2-1 事故ゼロプランの概要

平成22年12月に「長野県事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）」を策定し、県内の交通事故等の課題を有する区間を抽出。

平成28年度に“新たな事故危険箇所（H28指定）”を事故ゼロプランに追加し、843箇所を登録。そのうちハラハラ箇所は96箇所。

⑧地域の声
（ﾊ゚ﾌ゙ｺﾒ意見含む)
⑨公安委員会からの指摘
（新事故危険箇所を含む）

ハラハラ箇所 96箇所

①死傷事故率比
（県平均の概ね5倍以上）

②死者数
（1人/4年以上）

⑩H18ハラハラ箇所
⑪H21ハラハラ候補箇所

A.事故多発区間 B.死亡事故区間 C.特徴的な区間

③自転車・歩行者事故件数
④夜間事故件数
⑤高齢者事故件数
⑥正面衝突・車両単独件数
⑦追突事故件数

D.安全性の危惧 E.ハラハラ箇所

【463区間】 【104区間】 【444区間】 【888区間】 【59箇所】

死傷事故率100件／億台キロ以上
死傷事故件数7件／4年以上（長野県平均の５倍）

マネジメントサイクルの適用により事業を推進

長野県内の幹線道路（約17,000区間）

事故危険区間
785箇所

対策終了箇所を除外し連続
する区間を1箇所に集約

＋
新たな事故危険箇所
75箇所（H28指定）

「第４次社会資本整備重点計画」に位置づけられた、
集中的に交通事故対策を実施する箇所

事故ゼロプラン 843箇所

※17箇所は重複
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2-2 ハラハラ箇所の進捗状況

＜ハラハラ箇所事業進捗状況（96箇所）＞

全96箇所のハラハラ箇所で取り組みを実施中

計画段階（Plan）が5箇所（5％）

対策の実施段階（Do）が26箇所（27％）

評価段階（Check）が65箇所（68％）

（平成29年3月末時点）



検討中 計画済 準備中 実施中 完了 調査中 評価済
1 一般国道18号 上田市住吉 死傷事故率比 Check 経過観察
2 一般国道18号 長野市浅野 死傷事故率比 Check 経過観察
3 一般国道18号 飯網町牟礼駅入口 死傷事故率比 Do
4 一般国道19号 長野市下氷鉋南 死傷事故率比 Check 経過観察
5 一般国道19号 松本市井川城口 死傷事故率比 Check 経過観察
6 一般国道19号 塩尻市宗賀 死傷事故率比 Check 経過観察
7 一般国道19号 大桑村長野 死傷事故率比 Check 経過観察
8 一般国道20号 富士見町富士見付近 死傷事故率比 Check 経過観察
9 一般国道20号 富士見町小手沢 死傷事故率比 Check 経過観察
10 一般国道20号 諏訪市諏訪1丁目付近 死傷事故率比 Check 経過観察
11 一般国道141号 小諸市赤坂 死傷事故率比 Do
12 一般国道153号 飯田市東平 死傷事故率比 Check 経過観察
13 一般国道18号 長野市稲葉付近 死傷事故率比/死傷事故件数 Check 経過観察
14 一般国道19号 木祖村藪原 死傷事故率比/死傷事故件数 Check 経過観察
15 一般国道19号 塩尻市宗賀 死傷事故率比/死傷事故件数 Check 経過観察
16 一般国道19号 松本市渚1丁目 死傷事故率比/死傷事故件数 Check 経過観察
17 一般国道117号 長野市青木島町大塚 死傷事故率比/死傷事故件数 Check 経過観察
18 一般国道143号 松本市岡田付近 死傷事故率比/死傷事故件数 Check 経過観察
19 一般国道147号 大町市大町旭町 死傷事故率比/死傷事故件数 Check 経過観察
20 一般国道153号 飯田市中村 死傷事故率比/死傷事故件数 Check 経過観察
21 一般国道153号 飯田市大瀬木～飯田インター入口 死傷事故率比/死傷事故件数 Check 経過観察
22 一般国道153号 飯田市鼎名古能 死傷事故率比/死傷事故件数 Check 経過観察
23 一般国道406号 長野市茂菅付近 死傷事故率比/死傷事故件数 Plan
24 一般国道406号 須坂市村山町大割 死傷事故率比/死傷事故件数 Check 経過観察
25 (主)伊那辰野停車場線 伊那市上牧 死傷事故率比/死傷事故件数 Do
26 (主)長野上田線 千曲市上山田町 死傷事故率比/死傷事故件数 Do
27 (主)下諏訪辰野線 岡谷市川岸上1丁目～川岸保育園前 死傷事故率比/死傷事故件数 Do
28 一般国道18号 上田市国分西～中央5丁目 死傷事故率比 Check 経過観察
29 一般国道18号 長野市南警察西 死傷事故率比 Check 経過観察
30 一般国道18号 長野市西尾張部 死傷事故率比 Check 経過観察
31 一般国道19号 木曽町福島 死傷事故率比 Do
32 一般国道19号 木曽町日義 死傷事故率比 Check 経過観察
33 一般国道19号 木祖村藪原 死傷事故率比 Check 経過観察
34 一般国道19号 塩尻市贄川 死傷事故率比 Check 経過観察
35 一般国道19号 塩尻市大門七区 死傷事故率比 Check 経過観察
36 一般国道19号 松本市芳川村井付近 死傷事故率比 Check 経過観察
37 一般国道19号 松本市野溝 死傷事故率比 Check 経過観察
38 一般国道19号 長野市信州新町新町付近 死傷事故率比 Check 経過観察
39 一般国道20号 諏訪市諏訪インター 死傷事故率比 Check 経過観察
40 一般国道20号 岡谷市今井付近 死傷事故率比 Do
41 一般国道20号 塩尻市桟敷付近 死傷事故率比 Check 経過観察
42 一般国道142号 佐久市跡部付近 死傷事故率比 Do
43 一般国道144号 上田市本原付近 死傷事故率比 Do
44 一般国道147号 松本市島内 死傷事故率比 Check 経過観察
45 一般国道151号 飯田市川路田中 死傷事故率比 Check 経過観察
46 一般国道153号 根羽村下町 死傷事故率比 Check 経過観察
47 一般国道153号 飯田市上殿岡 死傷事故率比 Check 経過観察
48 一般国道403号 須坂市井上町幸高 死傷事故率比 Do

Do
Action

Check
№ 路線名 場所 抽出要因 進捗

Plan

9

2-2 ハラハラ箇所の進捗状況

（平成29年3月末時点）

Plan Do Check
継続

進展



検討中 計画済 準備中 実施中 完了 調査中 評価済
49 (主)岡谷茅野線 諏訪市大熊 死傷事故率比 Do
50 (主)長野真田線 長野市下氷鉋付近 死傷事故率比 Check 経過観察
101 一般国道18号 軽井沢町追分～長倉付近 死傷事故率比 Check 経過観察
102 一般国道18号 軽井沢町浅間サンライン入口交差点 死傷事故率比 Check 経過観察
103 一般国道18号 御代田町馬瀬口付近 死傷事故率比 Do
104 一般国道18号 小諸市諸付近 死傷事故率比 Check 経過観察
105 一般国道18号 東御市滋野乙付近 死傷事故率比 Check 経過観察
106 一般国道18号 東御市常田交差点 死傷事故率比 Check 経過観察
107 一般国道18号 上田市大屋付近 死傷事故率比 Check 経過観察
108 一般国道18号 上田市大屋交差点 死傷事故率比 Check 経過観察
109 一般国道18号 上田常磐城～上田市秋和付近 死傷事故率比 Do
110 一般国道18号 上田市上塩尻東交差点 死傷事故率比 Do
111 一般国道18号 千曲市磯部～坂城町坂城付近 死傷事故率比 Check 経過観察
112 一般国道18号 千曲市杭瀬下交差点 死傷事故率比 Check 経過観察
113 一般国道18号 長野市篠ノ井橋南交差点 死傷事故率比 Check 経過観察
114 一般国道18号 長野市青木島町綱島交差点 死傷事故率比 Check 経過観察
115 一般国道18号 長野市上高田北交差点 死傷事故率比 Check 経過観察
116 一般国道18号 長野市北尾張部～長野市北長池付近 死傷事故率比 Check 経過観察
117 一般国道18号 信濃町古間付近 死傷事故率比 Check 経過観察
118 一般国道19号 南木曽町読書付近 地元からの意見 Check 経過観察
119 一般国道19号 木曽町原野交差点 死傷事故件数 Check 経過観察
120 一般国道19号 塩尻市九里巾交差点 死傷事故率比 Do
121 一般国道19号 塩尻市堅石原工業団地入口交差点 死傷事故率比 Do
122 一般国道19号 安曇野市田沢交差点 死傷事故率比 Check 経過観察
123 一般国道19号 長野市安茂里小市付近 死傷事故率比 Do
124 一般国道19号 長野市安茂里付近 死傷事故率比 Do
125 一般国道19号 長野市バスターミナル前交差点 死傷事故率比 Do
126 一般国道19号 長野市役所前駅交差点 死傷事故率比 Check 経過観察
127 一般国道20号 茅野市金沢木舟付近 死傷事故率比 Check 経過観察
128 一般国道20号 茅野市宮川交差点 死傷事故率比 Check 経過観察
129 一般国道20号 諏訪市四賀桑原交差点 死傷事故率比 Check 経過観察
130 一般国道20号 下諏訪町矢木東付近 死傷事故率比 Plan
131 一般国道148号 北安曇郡小谷村雨中 Do
132 一般国道153号 平谷村靭付近 死傷事故件数 Check 経過観察
133 一般国道153号 阿智村恩田～智里付近 死傷事故件数 Check 経過観察
134 一般国道153号 阿智村春日交差点 死傷事故件数 Check 経過観察
135 一般国道153号 飯田市名古熊西交差点 死傷事故件数 Check 経過観察
136 (主)塩尻鍋割穂高線 東筑摩郡山形村上竹田 Do
137 (一)上飯田線 下伊那郡喬木村馬場 Check 経過観察
138 (一)長野豊野線 長野市三才 Do
201 一般国道19号 安曇野市明科中川手 地元からの意見 Do
202 一般国道19号 長野市信更町安庭 地元からの意見 Do
203 一般国道19号 木曽郡南木曽町吾妻（渡島交差点） 地元からの意見 Check 経過観察
204 一般国道19号 木曽郡南木曽町読書（神戸交差点北側） 地元からの意見 Do
205 一般国道19号 木曽郡大桑村野尻（のぞきど森林公園入口交差点付近） 地元からの意見 Plan
206 一般国道19号 木曽郡上松町上松（JR中央線付近） 地元からの意見 Do
207 一般国道19号 木曽郡木曽町福島（福島丘の上） 地元からの意見 Plan
208 一般国道19号 塩尻市木曽平沢（楢川診察所交差点付近） 地元からの意見 Plan

Do Check
Action№ 路線名 場所 抽出要因 進捗

Plan
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2-2 ハラハラ箇所の進捗状況

（平成29年3月末時点）（平成29年3月末時点）

Plan Do Check
継続

進展
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2-2 ハラハラ箇所の進捗状況

位置図位置図 国道19号
九里巾交差点

Ｎ

改良前後の状況改良前後の状況

対策前 対策後

ハラハラ箇所【No.120】国道19号 九里巾交差点

①右折ポケットの整備
（道路幅1.5m）

③車線構成の見直し
（直進左折＋右折ポケット）

②歩行者の
たまり空間の設置 ④歩車分離式信号機に改良

⑤その他
（道路標識、路面標示、
注意喚起看板等の設置）

国道19号九里巾交差点は、追突事故が多発。さらに、平
成28年3月に通学中の児童が怪我をするひき逃げ事故が
発生し、緊急対策を実施。今後、完成形に向け交差点の
直交化・歩道の整備等を実施予定。

対策箇所

19

事故図挿入
至

松
本

至

名
古
屋

：H23
：H24
：H25
：H26

【凡例】

九里巾交差点

上下線流入部で追突事故17件発生

対策前事故発生状況対策前事故発生状況

対策内容対策内容

事業の概要事業の概要

（H23～H26データ）

H28年3月に通学中の児童が怪我を
する事故が発生

（対策実施事例：長野国道事務所）
く り は ば

至 松本

至 名古屋
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2-2 ハラハラ箇所の進捗状況

事業の概要事業の概要

位置図位置図 国道19号
渡島交差点

Ｎ

改良前後の状況改良前後の状況

ハラハラ箇所【No.203】国道19号 渡島交差点

対策前事故発生状況対策前事故発生状況

対策内容対策内容

①左折レーンを延伸

③交差点の位置を移動、
見通しを改善

②右折レーン設置

国道19号渡島交差点は、平成15年～25年の11年間で4件
負傷事故が発生。そのうち追突事故が100%を占有。右折
車両による渋滞（追突事故）を防ぐため、平成28年に交
差点改良（右折レーンの整備等）を実施。

対策箇所19

256

交差点
交差点

交差点位置の改良により
交差点が確認しやすくなる

19

至塩尻
至名古屋

××××

交差点右折車両への
追突事故が100％

（H15～H25データ）

（対策実施事例：飯田国道事務所）
わたしま

対策前 対策後

至

塩
尻

至

名
古
屋
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2-2 ハラハラ箇所の進捗状況

改良前後の状況改良前後の状況

ハラハラ箇所【No.136】（主）塩尻鍋割穂高線 山形村上竹田付近

対策前事故発生状況対策前事故発生状況

対策内容対策内容

当路線は塩尻市街地につながる幹線道路で交通量が多く、
周辺には山形小学校等の公共施設があり、歩行者も多く利
用している。しかし、歩道が整備されておらず歩行者にとっ
て危険な道路となっているため、安心して利用できる歩道整
備を行っているところである。

対策箇所

（主）塩尻鍋割穂高線
山形村上竹田付近

Ｎ

山形村

松本市

25

対策箇所

死亡事故発生（H13.1）

死亡事故

軽傷事故

（H16～H22データ）

0.50 3.003.00 0.50

1.50% 1.50%2.00%

2.00

W=9.00全幅

車道 車道歩道 路肩路肩

幅杭

10cm

幅杭

10cm歩道整備

158

事業の概要事業の概要

位置図位置図

（対策実施事例：長野県）

全体計画 L=850m

整備完了区間 L=480m（H29年度中）

25

25

やまがたむらかみたけだしおじりなべわりほたか

対策前 対策後



14

3. 長野県内の生活道路交通事故対策の取り組み状況
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平成27年度から生活道路内の事故対策の取り組みを開始している。

4次メッシュ単位の事故発生状況を基に、事故発生状況及び周辺に通学路の有無、ゾーン30指定の有無等を加味し、下記の2箇
所を平成27年度対策エリアとして抽出。

①軽井沢町借宿（幅員5.5m未満の事故件数は、長野県内第5位）

②長野市鶴賀権堂（全幅員の事故件数は、長野県内第3位、幅員5.5m未満の事故件数は、第5位）

1. 軽井沢町借宿

2. 長野市鶴賀権堂

No 住所
事故件数

（全幅員）

事故件数
（幅員5.5m

未満）

4次
メッシュ

1 長野県長野市鶴賀権堂 18 5 543871851

2 長野県北佐久郡軽井沢町借宿 5 5 543844044

■要対策箇所

ワースト
No

住所
事故件数

（全幅員）
4次

メッシュ

1 松本市 27 543727773

2 長野市 20 543871753

3 長野市 18 543871851

4 長野市 17 553801062

5 松本市 16 543727772

6 松本市 16 543727681

7 松本市 15 543727574

8 松本市 14 543727873

9 松本市 13 543727872

9 長野市 13 543871751

10 松本市 12 543727464

10 松本市 12 543727971

10 松本市 12 543727583

10 長野市 12 553801181

ワースト
No

住所
事故件数
（幅員5.5m

未満）

4次
メッシュ

1 松本市 11 543727464

2 松本市 8 543727773
3 松本市 7 543727872

4 諏訪市 6 543800591
5 飯田市 5 533726042
5 岡谷市 5 543800732

5 松本市 5 543727671
5 松本市 5 543727774

5 松本市 5 543727971

5 松本市 5 543727972

5
北佐久郡
軽井沢町

5 543844044

5 長野市 5 543871851

■全幅員全事故ワースト１０ ■幅員5.5m未満全事故ワースト５

※4次メッシュ1756箇所中14箇所
※4次メッシュ1756箇所中12箇所

3-1 生活道路交通事故対策の取り組みの流れ

＜出典＞ イタルダ 生活道路統合データ(H26）

かりやど

つるがごんどう



西部小学校

西地区児童館

保育園

路肩カラー化区間
グリーンベルト済み【県】

（下り側）歩道未整備区間

53.557kp

一灯信号
交差点

主な通学ルート

52.75kp 52.63kp借宿交差点

53.21kp

ゾーン30

信濃追分駅

18

至

長
野
市

至

高
崎
市

至

碓
氷
バ
イ
パ
ス

52.00kp

通過交通を排除するための道路を新設
バイパス整備【町】

通過交通の流入抑制策を実施
スムース歩道【国】

通過交通の流入抑制策を実施
スムース歩道【国】

通学路を国道に変更
歩行空間整備を検討【国】

16

3-2 軽井沢町借宿の取り組み状況

■要対策箇所 ■対策（案）

写真Ａ

軽井沢町借宿では、事故対策の検討後、平成28年6月に一灯式信号から三灯式信号に変更する対策を実施している。

1. 軽井沢町借宿

A

ゾーン30内に速度抑制対策を実施
カラー舗装等を整備【町】 一灯信号で停止させる対策を実施

信号機を三灯式信号に変更
【警察】

実施中

実施済

（対策概要）



46

2
0

10

20

30

40

50

一灯信号時 三灯信号時

（回/100走行）

17

3-2 軽井沢町借宿の取り組み状況

一灯式信号から三灯式信号に変更した結果、100走行当たりの急ブレーキ回数が、一灯信号時よりも9割以上削減した。

事故件数についても対策実施が行われるH28年5月までは、年平均約5件の事故が発生していたが、対策実施後H28年12月現在まで事故
は発生していない。

■対策実施状況

一灯信号

三灯信号

平成28年2月撮影

平成28年11月撮影

■急ブレーキ件数

95%削減

三灯信号付近

＜出典＞

ETC2.0プローブデータ

・対策前：H26年4月～12月

・対策後：H28年9月～11月

対策前

対策後

一灯信号時

■事故件数

2

7
5

7

1 0
0

2

4

6

8

H24年 H25年 H26年 H27年 H28年

1～5月

H28年

6～12月

（件）

一灯信号時 三灯信号時

三灯信号時

（対策効果）

三灯式信号変更後
事故は0件

＜出典＞

長野県統合型地理情報システム 信州くらしのマップ



鍋谷田小学校

市役所前駅

至

白
馬
村

至

上
田
市

至

西
尾
張
部

交
差
点

県庁緑町線沿線地区整備事業
対象箇所

道路を新設予定【市】

18

3-3 長野市鶴賀権堂の取り組み状況

■要対策箇所 ■対策（案）

写真Ａ

長野市鶴賀権堂では、県庁緑町線沿線地区整備事業の推進に合わせ、東側に隣接する既設道路への歩道整備を検討中。

2. 長野市鶴賀権堂

19

406

至 長野駅至 松本市

安全な歩行空間を整備
歩道整備を検討【市】

A

権堂駅

長野県庁



4. 逆走対策の取り組み状況

19
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4-1 逆走対策の取り組み背景

「道路と自動車の連携により、2020年までに高速道路での逆走事故をゼロにする」ことを目的に、全国で逆走対策事故に対する取り
組みが活発化している。

＜出典＞ 国土交通省 高速道路での今後の逆走対策に関するロードマップ

高速道路での今後の逆走対策に関するロードマップ
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4-1 逆走対策の取り組み背景

逆走事象は、2日に1回の頻度で発生しており、7割は高齢者によるものである。

逆走事故は、死傷事故となる割合が約4倍、死亡事故となる割合が約40倍である。

＜出典＞ 国土交通省 第2回高速道路での逆走対策に関する有識者委員会配布資料
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4-1 逆走対策の取り組み背景

逆走発生要因は、「道を間違えて戻ろうとした」等、逆走の認識のある場合が約7割を占める。

逆走発生箇所は、「本線」や「IC・JCT本線合流部」、「IC・JCTランプ合流部」等が多い。

現在進めている逆走対策によって、逆走事象の約4割をカバーできている。

＜出典＞ 国土交通省 第2回高速道路での逆走対策に関する有識者委員会配布資料



23

4-1 逆走対策の取り組み背景

高速道路における逆走対策は、発生箇所や要因に応じて以下の対策内容が考えれている。

逆走対策イメージ（高速道路での今後の逆走対策に関するロードマップ）

＜出典＞ 国土交通省 高速道路での今後の逆走対策に関するロードマップ
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4-2 中部横断自動車道での逆走発生状況

表  中部横断道「佐久中佐都IC」における逆走確認実績（平成23年 平成28年7月）

No.⑥

発生箇所 No. 方向 発生年月日 時間帯 発生状況 備考

佐久中佐都IC

① 上り線 平成24年6月19日(水) 19時 Aランプから進入し、Uターン後に逆走して戻る

② 上り線 平成27年4月2日(木) 17時 Aランプから進入し、Uターン後に逆走して戻る

③ 下り線 平成27年7月19日(日) 18時 Aランプから進入し、Uターン後に逆走して戻る 高齢者マーク付

④ 上り線 平成27年8月31日(月) 15時 Bランプから誤進入し、そのまま本線を逆走

⑤ 上り線 平成28年2月7日(日) 22時 Bランプから誤進入し、Uターンして戻る

⑥ 上り線 平成28年4月22日(金) 11時 Aランプから進入し、Uターン後に逆走して戻る

注）H25 H26の事案については未確認

長野県内で対象となる路線は中部横断自動車道、対象ICは佐久中佐都IC・佐久北IC・佐久南ICの3箇所である。

佐久中佐都IC および 佐久北IC において、平成23年から平成28年7月までの間に、ICへの誤進入などが原因となり、合計22回（佐久
中佐都IC：6件、佐久北IC：16件）の逆走が確認された。
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4-2 中部横断自動車道での逆走発生状況

発生箇所 No. 方向 発生年月日 時間帯 発生状況 備考

佐久北IC

1 下り線 平成23年2月1日(金) 11時 Cランプから誤進入し、バックで逆走

2 上り線 平成23年3月20日(水祝) 0時 Bランプから誤進入し、バックで逆走

3 上り線 平成24年10月20日(日) 13時 Bランプから誤進入し逆走、U字溝に嵌り停車 軽自動車

4 上り線 平成25年4月19日(土) 10時 Aランプから進入し、逆走後の停車時に確保 軽自動車

5 上り線 平成25年6月6日(金) 11時 Aランプから進入し、Uターン後に逆走して戻る 普通車

6 下り線 平成25年6月16日(火) 17時 Dランプをバックで逆走、停止時に確保 普通車

7 上り線 平成25年7月12日(火) 13時 Aランプから進入し、Uターン後に逆走して戻る 普通車

8 上り線 平成26年7月29日(火) 12時 Aランプから進入し、Uターン後に逆走して戻る

9 上り線 平成27年4月3日(金) 10時 Aランプから進入し、Uターン後に逆走して戻る

10 上り線 平成27年11月9日(月) 12時 Aランプから進入し、Uターン後に逆走して戻る

11 下り線 平成28年4月8日(金) 11時 Dランプから誤進入、大型車とすれ違う

12 下り線 平成28年4月15日(金) 10時 Cランプから進入し、Uターン後に逆走して戻る 軽トラック

13 下り線 平成28年5月25日(水) 9時 Dランプから誤進入し、Uターンして戻る

14 下り線 平成28年6月25日(土) 8時 Aランプから進入し、Uターン後に逆走して戻る

15 下り線 平成28年7月5日(火) 15時 Dランプから誤進入し、Uターンして戻る

16 上り線 平成28年7月22日(金) 20時 Bランプから誤進入し、そのまま本線を逆走 軽自動車

表  中部横断道「佐久北IC」における逆走確認実績（平成23年 平成28年7月）

No.13

No.14 No.15
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4-2 中部横断自動車道での逆走発生状況
注）逆走発生件数は、H28年に発生した事案（8件）が対象

至 佐久IC

至 小諸IC

転

転

転

佐久小諸
JCT

上り進行方向

下り進行方向

NEXCO 長野国道事務所（始点） （終点）

（将来延伸）

転 ：転回所

B

A

C

D

A

D

B

C

A

D

B

C

A2
A1

D

上
信
越
自
動
車
道

市
道

至 小諸市

至 佐久穂町

下りOFFランプ

【佐久北IC－Cランプ】
・Cより進入後、Uターンし
逆走して流出（1件）

No.12

小諸御影
料金所

佐久北IC
（1.279kp）

佐久中佐都IC
（5.500kp）

佐久南IC
（7.810kp）

下りOFFランプ 下りONランプ下りONランプ

上りONランプ 上りONランプ上りOFFランプ 上りOFFランプ

【佐久北IC－Dランプ】
・Dより誤進入、本線を逆走
Uターンして流出（2件）

No.13,15

【佐久北IC－Bランプ】
・Bより逆走進入
（1件） No.16

【佐久北IC－Aランプ】
・Aより進入後、Uターンし
逆走して流出（1件）

No.14

【佐久中佐都IC－Aランプ】
・進入先は不明、
Aを逆走して流出（1件）

No.⑥

【佐久中佐都IC－Bランプ】
・Bより逆走進入し、
Uターン後に流出（1件）

No.⑤

ランプ入口は
R141上下線より2箇所 ランプ入口は

北側市道より1箇所

管
理
者



対策の方向性 対策方針 対策実施箇所 対策メニュー

逆走を未然に防ぐ

①逆走に至りにくい構造を構築

本線分合流部

ラバーポール
ランプ同士合流部
出入口部
平面Y型IC

②行動選択地点での間違えにくい案
内を実施 出入口部

矢印路面標示
矢印板
カラー舗装（一般道側）
進入禁止看板
方向案内看板（一般道側）

逆走を気付かせる ③誤進入地点での分かりやすい案内
を実施

本線分合流部
矢印路面標示
矢印板

ランプ同士合流部
矢印路面標示
矢印板

平面Y型IC

矢印路面標示
矢印板
方向案内看板
カラー舗装
注意喚起標識
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4-3 中部横断自動車道での逆走対策

中部横断自動車道では、対策の方向性に基づき、下表に示すような対策メニューを立案し、実施している。
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4-3 中部横断自動車道での逆走対策

中部横断自動車道における具体の対策事例を以下に示す。

本線分流部

矢印路面標示

本線合流部

矢印路面標示
本線合流部

矢印板（樹脂ブロック部）

出入口部

カラー舗装

出入口部

注意喚起看板（進入禁止）

本線分流部

ラバーポール＋矢印板


